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北北方方圏圏セセンンタターーのの歩歩みみ

北方圏構想と北方圏センターの設立

昭和４６（１９７１）年、北海道開発の長期的な指針である「第三期北海道総合開発計画」（１０カ年）がスタート
し、その中に北方圏諸国との交流を目指す北方圏構想が盛り込まれました。
この北方圏構想は、北海道と同じような積雪寒冷の気候風土の中で長い歴史を持ち、高い文化を培ってきた
北米、カナダ、北欧諸国などとの交流を通じて、北海道の産業経済や生活、文化の向上を図り、北国の風土に
根ざした北海道らしい地域づくりを進めていこうとするもので、これは、開拓以来の中央から持ち込まれた南
方志向の発想を、北海道の風土に立脚した北方志向の発想へと、道民意識のドラスティックな転換を求めるも
のでもありました。しかし、この構想が始動した当時は、「北方圏」の言葉自体が耳新しいものであったうえ、
「北方圏」とはどこを指すのかなど馴染みがなく、構想の推進の第一歩は、まず道民に対する啓蒙活動から始
められました。
この北方圏構想の推進母体となったのが、三期計画のスタートと同時に設立された「北方圏調査会」であり、
翌年１月に内閣総理大臣から社団法人の認可を得て、昭和５１（１９７６）年１１月には、北方圏諸国に関する資料・
文献等を収蔵する「北方圏情報センター」を併設し、さらに昭和５３（１９７８）年４月には、これらを発展的に改
組の上、事務所を北海道庁別館に移転して、現在の「社団法人北方圏センター」が発足しました。以来、北方
圏交流を主軸としたシンクタンク機能、データバンク機能、エクスチェンジ機能を持った全国でもユニークな
国際交流団体として活発な活動を展開し、冬の生活に対する道民意識の改革や特色ある地域づくりに向け、多
方面に大きなインパクトを与えてきました。また、北方圏センター発足後の昭和５３年７月には、民間団体等の
北方圏交流事業を資金面から支援する「財団法人北方圏交流基金」も設立されました。

地域国際化協会の認定

１９９０年代に入り、グローバル化の進展は著しく、国際社会の相互依存関係が一層強まるとともに、地域に対
する国際協力への要請など、様々な変化が押し寄せてきました。
北方圏センターでは、北海道は日本のどの地域よりも北米や欧州諸国に最も近く、北方圏諸国とアジア太平
洋地域との結節点に位置する地域でもあることから、従来の北方圏諸国との交流のみならず、さらに広く世界
との交流や協力活動にも力を入れていくこととし、平成７（１９９５）年６月、定款の一部変更を行い、活動の拡
大を図りました。
それを受けて、平成８（１９９６）年４月には、国際協力機構（JICA）が開発途上国の技術研修員の受け入れ
を行うために設置した「国際センター」（札幌、帯広）の管理運営を受託するとともに、道の技術研修員の受
入事業なども担当。さらに、平成１０（１９９８）年３月には、自治大臣（現総務大臣）から「地域国際化協会」に
も認定され、北海道の国際化の推進に向け、幅広く多彩な活動を展開してきました。

交流基金等の統合と設立３０周年の節目

国から地域国際化協会に認定され、新たに北海道の国際交流、国際協力の総合的な役割を担うこととなった
ことから、平成１０年（１９９８）年４月には北海道青年婦人国際交流センターを統合。さらに平成１６（２００４）年７
月には（財）北方圏交流基金を吸収統合するとともに、平成１８年（２００６）年７月には、（財）北海道海外協会
の統合を行い、地域の国際化の推進のために積極的に取り組んできています。
このような中で平成２０（２００８）年４月には、設立３０周年という大きな節目を迎えました。これまでを振り返
り、今後の活動につなげるために、全道各地で様々な記念事業を実施するとともに、今後のセンターの活動の
あり方の点検・検討に向けた『あり方検討委員会』の設置も行いました。ますます進展するグローバル化時代
の中で、北海道の中核の国際交流団体として、世界とのさらなる「交流・発信・連携」に向けて一層の役割発
揮をめざしています。

北方圏センター年表（略）
昭和４６（１９７１）年４月 北方圏調査会の設立
４７（１９７２）年１月 内閣総理大臣から社団法人の認可
５１（１９７６）年１１月 北方圏情報センターの併設
５３（１９７８）年４月 社団法人北方圏センターに改組

平成７（１９９５）年６月 定款の一部変更

平成８（１９９６）年４月 国際センターの管理運営
１０（１９９８）年３月 自治大臣から地域国際化協会の認定

４月 青年婦人国際交流センターの統合
１６（２００４）年７月 財団法人北方圏交流基金を統合
１８（２００６）年７月 財団法人北海道海外協会を統合

１
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組組 織織・・活活 動動
北方圏センターは、会員をもって構成される社団法人であり、会員数は平成２０年３月３１日現在、約１，３００で

す。

北方圏センターの運営は、会員総会で選出された理事によって構成される理事会があり、そこで会長、副会

長、専務理事等が選任されて行われ、そのもとに事務局が置かれて事業の推進にあたっています。

事務局は、事務局長のもとに、本部には、総務、交流、調査研究出版、国際協力の４部が、出先としては、

札幌、帯広の２国際センターが置かれています。

顧 問

会 長

副 会 長

専務理事

理 事

監 事

事務局長

館 長

館 長

総 務 部

交 流 部

調査研究出版部

国 際 協 力 部

（南米圏交流室）

総 会

理 事 会

専 門 委 員 会

あり方検討委員会

帯広国際センター

札幌国際センター

北方圏センターは、設立以来、シンクタンク機能・データバンク機能・エクスチェンジ機能を持った国際交

流団体として多彩な活動を展開し、地域の国際化の推進に取り組んできました。

平成１９年度においても、北方圏交流をはじめ、世界との国際交流・国際理解や国際協力の推進、さらには調

査研究出版、情報収集提供などの活動に取り組み、それぞれ４頁以下にかかげる事業を実施しました。

２
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国際交流や国際理解を促進するための講演会や国際理解教室、また、道内の交流団体と意見交換を通じて連
携を一層深めるための交流会議や懇談会等をそれぞれ開催した。さらに道内在住外国人と道民とのより良い共
生を考えるための地域交流プログラムのほか、地域づくりに必要とする国際性豊かな人材を育成するための海
外派遣事業を実施した。

□国際理解

国際情勢講演会の開催

国際情勢や異文化理解を深めるため、関係市や団体と連携し、講師に胡勝才中華人民共和国駐札幌総領事を
招いて、「発展する中国とこれからの日中友好」をテーマに２ヵ所で開催した。
総領事の講演は、開放政策３０年間における飛躍的な経済発展の状況を
はじめ、環境汚染、汚職問題、国内の格差是正など解決すべき課題、今
後の日中友好交流、とりわけ北海道との交流の展望、次代を担う青少年
交流の意義、’０８年のオリンピック、’１０年の上海万博など多岐にわた
り、今後の日中友好を考える上で貴重な機会となった。
（�平成２０年２月９日 旭川市 共催：旭川市）
（�平成２０年３月１５日 帯広市 共催：帯広市）

国際交流定例講演会の開催

来道外国人や道内在住の外国人をゲストに招き、出身国の生活や文化などについての講演や意見交換会、書
道、折り紙、生け花、茶道など日本文化の紹介、異文化理解や相互理解を促進するための定例会を開催した。
（６回 共催：北海道国際女性協会）

国際理解教室の開催

地域の学校と連携して、学生に諸外国の生活、文化、歴史等についての学習の機会を提供した。学生たちは
自分たちで考えたインタビューを行ったり、諸外国の民族音楽の体験やいろいろな国の遊びを教えてもらうな
ど外国人交流員等との交流を楽しみ、異文化に触れる機会となった。

� 国際理解教室 in 札幌（６月２８日 札幌市立常盤中学校）
内 容：国際交流についての講演と外国人交流員との交流会
交流員：シェイン・クルマイク（アメリカ 道国際交流員）

張 宇（中国 道国際交流員）

� 国際理解教室 in 小樽（１２月４日）
� 小樽市立塩谷中学校生徒との交流

内 容：モンゴルのワークショップと音楽体験及び外国人交流員との交流会
講 師：嵯峨治彦（馬頭琴＆のど歌奏者）
交流員：張 宇（中国 道国際交流員）

ジョーダン・スコット・バーティー（カナダ 北海道大学留学生）

４
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� 市民文化交流
内 容：小樽市フラワー教室の講師生徒との交流
交流員：張 宇（中国 道国際交流員）

ジョーダン・スコット・バーティー（カナダ 北海道大学留学生）

□海外交流

海外派遣事業

各国の地域事情や関係機関の視察、関係者との意見交換等を通じて国際的視野をもって地域づくりに貢献す
る人材を育成するため、道内各地の青年１２名を中国に派遣した。中国との青少年交流の促進をテーマとして本
道と友好提携を結んでいる黒竜江省をはじめ４都市を訪問し、企業や大学など近年急速に発展している中国の
様子を視察するとともに、今後の交流に向けた具体的な話し合いを行った。
（平成１９年９月１２日～９月２１日 中国－ハルビン、北京、西安、上海）

□地域交流

地域国際交流会議

地域における国際交流・協力活動のあり方や課題への対応等について学ぶとともに、行政やNPOなど地域
内の連携を深めるため、長岡市国際交流センター長の羽賀友信氏を招いて講演とワークショップを行った。ワー
クショップでは講師のアドバイスのもと、地域文化の重要性や平和な社会を持続するための地域づくりの取り
組み方について積極的に意見交換を行った。
（道南地区 平成１９年１１月１７日 函館市 共催：北海道国際交流センター）

国際交流団体懇話会

全道的な活動を行う国際交流団体の代表者と国際交流・協力活動について、意見・情報交換を行う懇話会を
開催した。懇話会では、１年後に予定されている「北海道洞爺湖サミット」について、北海道洞爺湖サミット
推進局の担当者から説明を受けるとともに情報交換を行った。
（平成１９年７月４日 北方圏センター）

５
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留学生等の地域交流

道内在住の外国人と道民とのより良い共生を考えるため、留学生交流事業を実施するとともに、地域におけ
る海外技術研修員との交流事業に協力した。留学生交流では「多文化共生時代の中での「環境問題」とまちづ
くり」をテーマに、外国人留学生と日本人学生が公共施設の見学などを行い、国境を越えた環境への負荷の少
ない持続可能な社会の構築に向けて意見交換を行った。
� 「多文化共生時代の中での環境問題とまちづくり」
（１１月３日 札幌市 共催：日本学生支援機構北海道支部）

� 「海外研修員との交流会 in 積丹」（１１月２４～２５日、２月２日 積丹町）

カルチャーナイト２００７への参加

施設の夜間開放を通じて、地域文化とのふれあいを深めるカルチャーナイトに参加し、道民と外国人との交
流の場を設けるとともに、北方圏センターの活動の紹介を行った。
「世界の文化に触れてみよう」（７月２０日北方圏センター）
・北欧の夏を歌う ・世界の民族衣装を着てみよう
・世界の遊びを体験しよう ・世界の文字で名前を知ろう

国際交流ボランティアの派遣や相談等への対応

市町村、国際交流団体からの要請に応え、地域の国際交流・協力事業に当センター登録者６２名の中からボラ
ンティアを派遣し、地域住民との交流促進に協力した。また、北方圏センターが主催する事業、特に研修員参
加事業等への協力をいただいた。
また、市町村や国際交流団体からの後援依頼及び相談には積極的に対応して、地域の活動を支援した。
（国際交流ボランティア派遣２件２名、名義後援３７件）

□留学生支援

留学生修学助成

外国人私費留学生（大学院生等）に対して修学助成を行い、本道での留学生活を応援するとともに、地域の
自治体や学校が主催する国際交流行事に留学生を派遣して交流を支援した。

修学助成の概要
支給対象者：私費留学生
支給対象数：７０名（男性３８名 女性３２名）
支 給 額：月額２万５千円（１年間）

６
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□実行委員会等事業の推進

北海道・ロシア極東交流事業の実施

北海道とサハリン州との友好を深めるため、「市民交流会議」及び青少年を対象とした「体験・友情の船」事
業の実行委員会に参画し事業の円滑な実施に協力した。平成１９年度は、サハリン州を訪問し、「市民交流会議」
では教育をテーマに両地域約７０名による意見交換を行い、また「体験・友情の船」では、道内青少年１２１名が
サハリン各地で様々な交流やホームステイなどを楽しんだ。
（市民交流会議 平成１９年８月３日、体験・友情の船 平成１９年８月１～８日 サハリン）

スウェーデンmeets 北海道の開催

北欧の情緒あふれる当別町スウェーデンヒルズのスウェーデン交流
センターを会場に、スウェーデン大使館の主催により開催され、知事
や札幌市長など１００名を超えるゲストが参加。大使館からは、ステファ
ン・ノレーン大使や各セクションの責任者、それにスウェーデン企業
の幹部が出席して北海道との産業経済交流の向上に向けた、大使館の
活動や役割の紹介、スウェーデン企業の紹介などが行われた。
（平成１９年１０月２１日 当別町）

「北欧展」の開催

札幌三越開店７５周年を記念し北欧諸国の物産と文化を紹介する北欧
展が開催され、北欧の文化紹介に協力した。期間中、メイン会場では、
スウェーデン大使のトークショーをはじめ、カンテレ演奏会、料理教
室、語学セミナーなどの文化イベントが開催され、多くの市民で賑わっ
た。
（平成１９年１０月１６日～１０月２１日 札幌三越）

国連グローバル・セミナー第 7回北海道セッション

「グローバル化時代の森林と環境」－北の大地で考えるサステイナビリティーをテーマに大学生、留学生ら
３３名を対象に北海道大学苫小牧研究林と北海道大学札幌キャンパスで基調講演、セミナーを実施した。
（平成１９年８月２２日～２５日）

アフリカキャラバン

第４回アフリカ開発会議の日本開催を受け、アフリカを知り支援へ
の理解を深めることを目的として開催。 期間中 JICA札幌センター
でセミナー、パネルディスカッション、ワークショップ、ライブコン
サートなどのイベントが開催され、延べ８００人の参加者がアフリカの
文化にふれた。
（平成１９年 11 月１０～１１日 JICA札幌センター、リフレサッポロ）

７
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□スウェーデン交流展＆北欧百景写真展の開催

ダーラナ地方及びレクサンド市の関係者を迎えて、工芸作品の展示会やセミナーなどを実施するとともに、

北欧の風景を紹介する写真展を開催した。（６月１１日～６月１４日 かでる２・７）

� 工芸作品展示

スウェーデンの中でも工芸や芸術が盛んな地域であるダーラナ地方の工芸作品を展示して紹介した。手織

りの織物、ヨブスを代表とするハンドプリント製品、木工芸品、鉄工芸品、麻の洋服や手編み作品、また、

伝統的なデザインでつくられた燭台など、約１７０点を展示した。（参加者約１,９００名）

� セミナー「ダーラナ地方の産業経済と文化」

ダーラナ地方の現状や観光への取り組み、工芸協会の活動などについて紹介するセミナーを実施した。（参

加者約７０名）

� 北欧百景－糸数昌寧写真展

「スウェーデン交流展２００７」の開催にあわせて、より北欧諸国の魅力を紹介するため、北欧の風景をテー

マに作品を撮り続けている写真家、糸数昌寧氏の写真展を開催した。（参加者約３５０名）

□スウェーデン＆北海道・地域政策セミナーの開催

スウェーデン国会議員団１６名と本道の関係者から、産業や観光な

ど、それぞれの地域政策の取り組みを紹介した。また、起業化や地域

振興の鍵について、ネットワークやアライアンスの構築など地域の特

色を生かした取り組みが重要であるなど、具体的な提案や意見交換を

行った。（平成２０年３月２１日 札幌市）

□スウェーデン教育交流団の受け入れ

平成１８年９月にスウェーデンで実施された「HOKKAIDO STYLE２００６」

を受けて、東スウェーデン地域から学校交流の実現に向けて地域連合

の国際コーディネーター、ウラカーリンさんなど４人の教育関係者が

来道した。滞在中、専門学校２校で交流の可能性について意見交換し

たほか、表敬訪問、北方圏講座での講師、日本文化の体験、動物園見

学などを行った。また、翌年度以降の学校交流の方向性についても協

議を行った。

（平成１９年１１月７日～１１月１２日 札幌市ほか）

８
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□北方四島日本語研修生の受け入れ

北方四島交流北海道推進委員会からの委託を受け、北方領土問題解決の環境作りに向けて、日本語の習得を

希望する北方四島住民を受け入れ日本語研修とともに、日本の生活や文化体験を通じて、相互理解と友好親善

を深めた。

� 第１回 １０名（国後島４名、択捉島４名、色丹島２名）

６月１６日～７月１２日 ２７日間（日本語習得９６時間）

� 第２回 １０名（国後島４名、択捉島４名、色丹島２名）

８月７日～９月５日 ３０日間（日本語習得１０２時間）

○研修員からの感想文（原文ロシア語）

『研修生もそれぞれが一生懸命勉強して、ある程度に達していると思う。いつも授業が終わってから話し合

う、何のために日本語を勉強するのか、と。まだまだ両国には解決されていない問題がある。しかし、そう遠

くない将来において両国間の問題は解決すると私は思う。この日本語研修の実施と、研修で学んだ日本語と、

ここで学んだ人たちが大きな役割を果たすと思っている。日本を訪れるたびにこの国と人々が好きになる。非

常に意義深く、有益なビザなし交流を続けてほしい。このすばらしい事業、私たちの交流が大きな役割を果た

すと信じている。関係の皆様に感謝します。』

□海外研修生（員）の受入れ

道の友好地域からの研修生（員）を受け入れ、日本語研修や地方行政等についての研修を支援するとともに、

日本文化の紹介や地域住民との交流を積極的に行い、北海道との交流促進に貢献する人材の育成を行った。

① アルバータ州青年 カナダ・アルバータ州留学生 １名（４月～３月）

② 自治体研修員 中 国・黒竜江省医師 １名（６月～１１月）

③ サハリン州通訳研修生 ロシア・サハリン道人会 １名（７月～３月）

□ロシア企業商談会の開催（日ロビジネスマッチング事業）

ロシアNIS 貿易会から委託を受け、ロシア連邦極東地域との経済

交流を推進するため、サハリン州内の企業を招聘して北海道内の企業

と生活関連分野等の商談会を実施した。（９月２～６日 ３名）

北海道と北方圏センターが共催で、サハリンからビジネスマンを招

いての商談会という形式をとった。今回来道したのは、３名で、ユジ

ノサハリンスクでスーパー経営に携わっている２名と電気製品や玩具

を販売している１名。９月２日から６日まで、北海道の企業１４社と精

力的に商談を行い、買いたい品物のリストアップや、輸出方法および

今後の手続きについて、非常に熱心な話し合いが行われた。

９
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□北方圏講座の開催

北方圏諸国の産業経済や生活文化等に関する蓄積を学ぶとともに、地域づくりについての意見交換を図るた

め開催した。（６回）

� 「“平和への取り組み”国際平和安全推進におけるスウェーデンの役割」

（５月２４日）

講師：駐日スウェーデン大使館政治担当公使 マグヌス・レナート

ソン氏

共催：スウェーデン交流センター

� 「初等中等教育における創造性の育成～スウェーデン人がみた日本の

現状と課題～」（６月２８日）

講師：スウェーデン・ヨーテボリ大学博士 パトリック・スト

ローム氏ほか同大学ＭＢＡ学生による研究発表会

共催：北海道東海大学、札幌圏大学国際交流フォーラム

� 「経済交流の視点から見た北海道とマサチューセッツ州」（８月２８日）

講師：日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部次長 大久保徹夫

氏

共催：北海道・マサチューセッツ協会、ジェトロ北海道貿易情報セ

ンター

� 「ノルウェートーク・アラカルト＆ＳＴＢ」（１０月４日）
講師：ＳＴＢ前団長 テリエ・ベック氏

� 「日本文学と西欧：松尾芭蕉から村上春樹まで」（１０月１６日）

講師：東京大学客員教授 テッド・グーセン氏

共催：北海道カナダ協会、日本カナダ学会

� 「スウェーデンの学校教育と交流のお誘い」（１１月８日）

講師：東スウェーデン地域国際コーディネーター ウラカーリン・

ニルソン氏

環境自然高校理事長 ローランド・ニルソン氏

１０
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□北方圏交流基金事業

北方圏地域との交流を促進し、北海道の生活文化や産業経済の発展に寄与するため、北方圏交流基金の運用

益により、国際交流団体等が実施する北方圏地域との各種交流事業に助成した。（助成件数１８件）

平成１９年度 北方圏交流基金助成実績 （単位：千円）

区
分

助 成 対 象
助成額 場 所 時期 内 容

事 業 名 主 催 者

学

術

北方圏有蹄類会議実現
のための交流と実態調
査

北方圏有蹄類会議準
備会

３００
ヤクー
ツク
サハ州

８月

北方圏諸地域のシカ問題研究・教育者の
ネットワーク強化を目的に、第１２回北極圏
有蹄類会議（８月ヤクーツク）に参加する
とともに、サハ州で生態系とトナカイ遊牧
文化衰退状況の実態調査を行った。

北方圏における民族文
化理解のための国際シ
ンポジウム

（財）北方文化振興
協会

２８０ 網走市 １１月

北海道と共通する基層文化をもつ北方圏の
文化や社会に焦点を当て、その歴史的変遷
や現状を振り返り、継承のあり方について
考察した。併せて北方圏の民俗音楽の演奏
を主体としたコンサートを行った。

北太平洋環境地域協力
研究成果出版事業

�北太平洋地域研究
センター

３５０ 札幌市 １月

北太平洋地域の環境問題について、国内外
の研究者及び当センター研究員による調査
研究の成果及び国際フォーラムで発表され
た環境に関する提言を研究報告として発行
し、環境問題に関する道民意識の向上を促
した。

第２３回北方圏国際シン
ポジウム

北方圏国際シンポジ
ウム実行委員会

５００ 紋別市 ２月

オホーツク海の環境や海洋資源、サハリン
油汚染等の学術的なテーマを含め、地球温
暖化と流氷など市民にも身近な問題をテー
マに開催した。また、環境問題啓蒙用パン
フレットの市内全戸配布を行った。

文

化

遊牧のメロディー
ネルグイとクグルシン

「遊牧のメロディー」
実行委員会

３００ 札幌市 ４月

ゴビ砂漠の遊牧民馬頭琴奏者とモンゴルの
ドンブラ弾きとのジョイントコンサート
で、民族楽器の演奏を通じて、モンゴルの
草原に息づく多様な文化の一面にふれても
らう場を提供した。

ロシア・サハリンの若
き芸術団北海道公演

北海道日本ロシア協
会

３５０
札幌市
旭川市
ほか

５月

北海道とサハリン州の善隣と恒久平和の願
いのもと、隣国サハリン州の芸術家集団を
招き、ロシア文化に触れる機会の少ない高
校を訪問し、伝統的な唄や踊りの公演と学
生との交流を行った。

楢崎容子デンマークコ
ンサーデュオリサイタ
ルwith 太田由美子

北海道デンマーク交
流コンサート実行委
員会

２００
コペン
ハーゲ
ン

９月

デンマークの青少年合唱団との交流をもと
に、同合唱団指揮者の協力を得てデンマー
クの教会２カ所で演奏会を開催した。この
演奏会を通じ人的交流及び近代日本の音楽
文化をデンマークの方々に伝えた。

ＳＮＯＷＳＣＡＰＥ
ＭＯＥＲＥ

�札幌市公園緑化協
会

２００ 札幌市
１月
２月

「スノービレッジ」「ウインターアートミー
ティング」など３つのプロジェクトを軸
に、ワークショップ、講演会、交流パー
ティーなど様々なイベントを行い、国際交
流を含む市民交流の活発化を図った。

第３０回サッポロ・イン
ターナショナル・ナイ
ト記念大会

サッポロ・インター
ナショナル・ナイト
実行委員会

５００ 札幌市 ２月

北方圏の先住民族サーメと北方圏とは対極
にあって北方圏とも類似性を持つニュー
ジーランドのマオリ族及び北海道のアイヌ
民族をゲストに迎え、環境に関する議論を
通じて相互理解と交流を深めた。

「遊牧の民の歌と旋律」
馬頭琴＆ドンブラ コ
ンサート

「遊牧の民の歌と旋
律」コンサート実行
委員会

３００
京極町
網走市
帯広市

２月

モンゴル文化の紹介、異文化理解、国際交
流を目的に、小学校、幼稚園、保育園など
に赴き、モンゴルの民俗楽器、馬頭琴、カ
ザフのドンブラの演奏を実施し、併せて、
ゴビとアルタイ遊牧民の世界を紹介するス
ライド・トークを実施した。

１１
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区
分

助 成 対 象
助成額 場 所 時期 内 容

事 業 名 主 催 者

文

化

コンコードカーライル
高校・札幌白石高校合
同演奏会交流事業

北海道マサチュー
セッツ協会

５００

コ ン
コード
ボスト
ン

３月

北海道と姉妹提携しているマサチューセッ
ツ州との国際交流事業の一つとして、高校
生１００名を派遣し、高校生の音楽交流を通
して、文化交流、異文化理解を深め、北海
道の音楽文化の振興、北方圏交流の促進を
図った。

催

事

旭川北方圏懇話会２５周
年記念事業

旭川北方圏懇話会 ４００ 旭川市 １０月

４半世紀にわたって培った旭川市民と北方
圏諸国との交流の成果を検証、集大成し、
これまでの活動内容を広く市民に周知する
とともに、今後の世代に引き継ぐ契機とす
るため、記念事業を実施し、北方圏交流の
意義を深めた。

なよろ雪質日本一フェ
スティバル

ＮＰＯなよろ観光ま
ちづくり協会

３００ 名寄市 ２月

フェスティバルは、芸術性も折り込みなが
ら、北方圏地域を含む海外からの雪像彫刻
チームを招聘しての雪像ジャパンカップ国
際部門など３部門で、文化性を競いなが
ら、国際色豊かな交流の場として実施し
た。

第２０回昭和新山国際雪
合戦開催事業

昭和新山国際雪合戦
実行委員会

３００ 壮瞥町 ２月

今回は、特に広報活動の一層の充実を図る
こととし、英語版ホームページの改善・活
用、会場でのルール解説、広報チラシへの
英語解説付加など、外国人の理解を得やす
くし、北方圏地域全体への雪合戦の理解及
び普及促進に努めた。

交

流

スウェーデン交流展
�スウェーデン交流
センターほか

４００ 札幌市 ６月

來道したスウェーデン王国ダーラナ地方及
びレクサンド市の伝統工芸品等の展示会を
開催するとともに、観光案内、企業など広
く生活文化を紹介、デモンストレーショ
ン、ワークショップを通じて、北方圏地域
との相互理解と友好交流を促進した。

創造拠点交流事業
�さっぽろ産業振興
財団

３００

札幌市
イタリア
台湾
イギリス
など

９月

国内外の様々な都市の先端芸術等を専門と
した団体やアートスペースなどの「創造拠
点」との間において、クリエイター、アー
ティスト、コーディネーターの人材交流を
実施した。外国からの招聘者は、招聘期間
終了時に、海外派遣者は帰札後、それぞれ
の活動について報告会を行った。

北海道・ロシア極東交
流事業

北海道・ロシア極東
交流事業実行委員会

５００ サハリン
８月
９月

隔年相互交流となっている、各層の交流促
進を目指す「北海道・サハリン州市民交流
会議」及び青少年「体験・友情」の船は、
本年度はいずれもサハリン州で開催され
た。

サケ学習国際交流研修
受入事業

北海道サーモン協会 ３５０
札幌市
千歳市
小樽市

１０月

昨年度カナダＢＣ州へ派遣した際受入先と
なり、サケ学習、ホームステイなどを共に
した小学生を受け入れ、友好親善、相互理
解を深めた。札幌では、滞在期間中、ホー
ムステイを実施し、サケに関する学習や市
内及び周辺での見学、実習、小学校訪問な
どを行い、小中学生による北方圏交流の促
進を図った。

合 計 １８件 ６，３３０

１２
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□道人会活動の支援

北海道出身移住者で組織する南米諸国の道人会に対し、その運営や移住者への情報提供等の活動に対する支

援を行った。

�ブラジル北海道協会 全パラグアイ北海道人会連合会 在亜北海道道人会

□研修員等の受け入れ

南米移住者子弟を受け入れ、専門技術や知識の習得を目的とした技

術研修の実施や道内大学における就学を支援することで、北海道と移

住国との懸け橋としての役割を担う人材の育成を図るとともに、開発

途上国に対する国際協力に貢献した。

受入期間：平成１９年５月～３月

受入国・人数：ブラジル３名、アルゼンチン１名、パラグアイ１名

□南米青年訪問団の受け入れ

北海道出身移住者子弟の訪問団を受け入れ、視察や父祖の地への訪

問、青年との交流やホームステイなどを行い、友好親善と相互理解を

図った。

１０月１８日～１０月２５日 アルゼンチン８名

□「北海道南米移住史」の編纂

北海道民が南米ブラジルに移住して２００９年には９０周年の節目を迎え

るのを機に、先人の労苦と貢献を後世に伝える「北海道南米移住史」

の編纂を進めるため、編集委員会を開催した。（３回）
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札幌と帯広にある JICA国際センターの管理運営業務を行うとともに、JICA研修事業を受託し、さらに国際

センターに滞在する海外研修員の生活を支援するために研修員に対してブリーフィングや日本語研修などの関

連業務を実施した。

また、JICAや NGO、自治体や教育機関と提携して、外国人と接する機会の少ない児童生徒や地域住民に親

しく外国人との交流の場を提供し、外国文化を身近に感じてもらうとともに、地域の生活・文化、歴史や産業

を外国人に紹介するなど異文化の交流を実施した。

□ JICA国際センターの管理運営

国際センターの施設管理

JICA からの委託を受けて、札幌国際センター及び帯広国際センターの運営管理と維持管理業務を行った。

・札幌国際センター 延べ面積 ７，９８３．１７� 宿泊定員９８人（９６室）１０９ヶ国 ８０１名

・帯広国際センター 延べ面積 ４，４００．６４� 宿泊定員５０人（４８室） ７４ヶ国 ２１７名

研修の実施

JICA からの委託を受けて、研修カリキュラムの効果的な実施を図るため、研修実施機関との調整及び進行

管理などを行った。

受託研修コース（集団・地域別コース）

・札幌国際センター １３コース ９９人

・帯広国際センター １２コース １００人

研修関連業務の実施

JICA から委託を受けて、JICA研修員のブリーフィング・オリエンテーション、日本語研修、福利厚生事業

を随時実施した。

�
�
�
�

参加研修員数等

（両センター計）

・ブリーフィング・オリエンテーション ２１３回 １，６７５人

・日本語研修 ５３回 延べ ４３１人

・福利厚生事業 ３６９回 延べ３，８５１人

平成 19年度国際センター宿泊利用状況

区分
JICA 研修員等 地元利用 合計

宿泊数 利用率 宿泊数 利用率 宿泊数 利用率

札幌 ２２，８４９ ６５．０％ ２，５５９ ７．３％ ２５，４０８ ７２．３％

帯広 １３，６０７ ７７．５％ ２０９ １．２％ １３，８１６ ７８．６％
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□研修員等受け入れ

フィリピン地方行政官の受け入れ（青年研修事業）

JICA の委託を受けフィリピン共和国の自治体職員１７名を受け入

れ、日本における中央及び地方行政制度・施策・役割等の理解及び公

共サービス等について、北方圏センター会議室での講義を中心とした

研修、それに関連した施設への視察を実施した。また、地方視察時に

は地元行政官との意見交換会・交流を行い、修了時には、３つのグルー

プ別にアクションレポートの発表を行った。

（受入期間：平成１９年１０月３１日～１１月１２日）

来日留学生の受け入れ（留学生セミナー）

JICA・JICE の委託を受け、既に来日して学んでいる発展途上国か

らの留学生を、年２回留学生の休暇時に合わせて受け入れ、専門家の

講義・意見交換、関連施設への視察などを通じ、地域が主体的に行っ

ている事例等を学びながら日本の現状を理解してもらうとともに、修

了時のレポート発表に際しては、自国の発展・開発を共に考えれる人

的ネットワーク作りの機会とした。

［災害復興］（受入期間 平成１９年７月２４日～７月３１日 受入人数１４人）

［福祉］ （受入期間 平成２０年２月２６日～３月３日 受入人数１０人）

□地域交流・開発教育

地域交流事業の実施

JICA 札幌から委託を受け、地域住民が JICA札幌に滞在する研修員との交流を通じて、異文化体験と相互理

解を深める機会を提供した。

開催日／開催地 事 業 名
研修員数
（名）

参加者数
（名）

内 容

２００７年８月１１日
恵庭市

サッカー交流会 ４２ ６１ 地域の児童生徒と世界共通のスポーツであるサッカーで共に汗を流し、ゲー
ムと交流会で相互理解を深めた。

８月２６～２７日
札幌市

福住連合まつり・ホーム
ステイ

５ １３０ 福住地域の「祭り」に研修員が参加し、地域住民との交流やホームステイ
などを通じて相互理解を深めた。

９月１日札幌市 JICA 札幌見聞広場 ７０ ２３２ JICA 札幌に滞在している JICA 研修員が出身地域ごとにブースを作り、自
国の文化や芸能を地域住民に紹介し、異文化交流を行った。

１０月１３日
札幌市

創価幼稚園交流会 ８ ２５３ JICA 研修員８名が創価幼稚園を訪問し、園児と日本の遊びや自国紹介など
を通して交流を深めた。

１０月２７日小樽市
小樽商大生との英語によ
る討論会

８ ６ 小樽商大の英語サークルの学生が JICA 研修員に対し「小樽の再開発」につ
いてのプレゼンを行い、地域開発についての意見交換を行った。

１１月３日
札幌市

ワールドジャンクション ４４ ７９ 白石区子ども会の児童及び父兄が札幌国際センターを訪問し、JICA 研修員
と出身国のゲーム・遊びなどをとおして交流を深めた。

２００８年２月２日
札幌市

新春文化塾 ５２ １００ 地域の児童ともちつき体験やゲームをとおして、相互理解を深めた。

学校訪問事業の実施

JICA 札幌から委託を受け、次代を担う児童生徒を対象に JICA札幌に滞在する研修員との交流を通じて、異

文化を体験する機会を提供した。

訪問校数 ２１校（小学校１５校、中学校３校、高校３校）／訪問研修員延べ １７０人

１５
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開発教育ファシリテーター養成事業の実施

地球的課題となっている貧困、環境、南北格差などを認識し、自分

と課題とのつながりに気づき、課題に取り組む人材を育てるため、開

発教育のノウハウを学ぶ合宿研修とフィリピンでの現地研修を実施

し、開発教育ファシリテーターの育成を行った。

養成研修期間：平成１９年１０月～平成２０年２月

研修参加者：１０名

○参加者の感想

○個人レベルでは、解決が難しい貧困の現実と社会構造に対し重たさを感じたが、フィリピンのNGOで活動

する日本人スタッフの情熱に心をうたれた。

○劣悪な環境の中でも笑顔を絶やさない、フィリピンの子供達の姿に心を和ませられた。

○実際の現場に入り込み、貧富格差の現実を見ることができたことは、貴重な体験であった。

○今回の体験を踏まえ、同じ地球に住む人々を身近に感じ、相手を知ると同時に自分を見つめる機会としたい。

それを、子供達にも伝えたい。

������������������������������������

「「北北方方圏圏セセンンタターー」」シシンンボボルルママーークク

六六角角形形はは雪雪のの結結晶晶をを表表しし、、北北国国ののイイメメーージジをを表表現現ししてていいまますす。。

六六角角形形ののかかささななりりはは、、北北方方圏圏諸諸国国地地域域ののつつななががりりとと交交流流をを表表現現ししてていいまますす。。

上上部部のの六六角角形形はは、、北北ににののびびるるひひろろががりりとと発発展展をを表表現現ししてていいまますす。。

全全体体のの形形はは、、漢漢字字のの「「北北」」、、北北海海道道のの花花「「ハハママナナスス」」をを表表現現ししてていいまますす。。

全全体体がが六六角角形形にに近近いい形形ででままととめめらられれてていいるるここととはは、、「「調調和和」」をを意意味味ししてていいまますす。。
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国際交流情報等を紹介する季刊誌「Hoppoken（北方圏）」、北海道発の国際協力情報紙「であい」をそれぞ
れ発行し、会員をはじめ国際交流・国際協力団体、市町村、大学・研究機関等に配布した。さらに、北方圏セ
ンターの平成１９（０７）年度事業活動をまとめた「２００７年報」を作成し、会員をはじめ来訪者にも提供した。

□季刊誌「Hoppoken」
北方圏地域を中心とした諸国・地域の生活、文化、経済、産業、学術など、さまざまな情報を紹介。第１３９

号から第１４２号まで各２,３００部発行し、一部の頒布も行った。

各号の主な記事（敬称略）

１３９号（春季号）
◇巻頭辞：ユニークな隣国、チリ（在札幌チリ共和国名誉領事、加森 公人）
◇国際理解教育の視点から見た多文化共生とは（早稲田大学教授、山西優二）
◇連載岩崎グッドマンまさみの講義録�＝最終回 多民族社会 日本へ向けた
一歩を（北海学園大学人文学部教授、岩崎グッドマンまさみ）◇新連載：とっ
ておきの北方圏 パンとジャガイモ体験（元釧路公立大学学長 荒又 重雄）
◇新連載：ロンドンで暮らして�ごみと再利用について（日系銀行勤務 由紀
子アンダーセン）◇連載：メープルの国と 環境学習の一環 水を調べる（北
海道上川高等学校教頭 高村 謹一）◇フィンランドの教育に学びフィンラン
ドを超えよう 起業家教育実践研究、全道４２小中学校で実施（北海道東海大学
教授 川崎一彦）◇開発教育ファシリテーター養成事業海外研修（北方圏セン
ター 曽根宏之）◇わがマチの国際交流 士別市／オーストラリア・ゴールバー
ン市◇北方圏講座：�「ロシア極東地域ビジネスセミナー」拡大するロシア極
東市場への取り組み（ハバロフスク日本センター所長 前田 奉司） �「ス
ウェーデンの産業構造および地方自治体と地元産業との連携」（前レクサンド
市長 ベッティル・ダニエルス）◇新・北の美、北の街角、こんにちはイラン
カラプテ、北の自然、アングル、ルーツで語る北海道の人物、Mr．ターノフ
のちょっと気になる…、海外レポートなど定例の連載など。

１４０号（夏季号）
◇巻頭辞：良き国に学ぶ（在札幌フィンランド共和国名誉領事、横山 清）
◇新連載：中国留学記� 中国の大学生（北海道教育大学生 山本可奈江）◇
連載：ロンドンで暮らして�物価高について◇連載：とっておきの北方圏 ブ
ルーベリーの森のなかで（北海道東海大学国際文化学部 橋本弘美）◇夜明け
が近い日ロ極東貿易（北海道大学名誉教授 望月 喜市）◇カメラ・ルポ：ス
ウェーデン交流展２００７＆北欧百景写真展◇スウェーデン・レクサンド市との交流－当別町（当別町企画振興係
長 熊谷 康弘）◇フィンランド諸大学国際交流・研究担当者視察団の訪問◇連載：メープルの国と 学生も
教員も交流実習（北海道教育大学事務局 国際交流・協力室 前田和彦）◇わがマチの国際交流 石狩市／カ
ナダ・キャンベルリバー市、ロシア・ワニノ市、中国・彭州市◇ユニークな小学生の国際交流 カナダでのサ
ケ学習と自然探訪（北海道サーモン協会事務局長 高橋壽一）◇「開発教育ファシリテーター養成事業海外研
修」に参加して（恵庭市立若草小教諭東峰宏紀）◇北方圏講座：「青い光が見えたから」１６歳のフィンランド
留学記（高橋絵里香）◇ESSAY映画「ダブルシフト」との出会い（ジェンダーフリー清田 西田順子）◇前
号同様、定例の連載など

１４１号（秋季号）
◇巻頭辞：冬の年の英知を結集して（札幌市長 上田 文雄）◇カメラ・ルポ ＰＭＦの夏◇ＰＭＦから見

える、道都の過去、未来（ノンフィクションライター 谷口 雅春）◇カムチャッカに北洋漁業の足跡を訪ね
て（北海道立北方民族博物館学芸主幹 渡部 裕）◇新連載：最新カナダ事情１ 大学教育について（つうけ
んアドバンスシステムズ担当部長 高桑 紀和）◇サハリン州との交流を通して学んだ８日間（北方圏センター
金子 徳之）◇カメラ・アイ変貌を遂げるサハリン◇新連載：世界を駆けるベースニンジャ�スウェーデン
国際芸術展覧会（エレクトリックベース奏者 今沢カゲロウ）◇連載：ロンドンで暮らして�「小さな違い」
について◇連載：中国留学記�中国の見所◇連載「メープルの国と」高校生の視点に立った地域に根ざした国

１７
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際交流（北海道湧別高等学校長 西村 耕司）◇北方圏講座：�「平和への取り組み」国際平和安全推進にお
けるスウェーデンの役割（駐日スウェーデン公使 マグヌス・中満・レナートソン）�初等中等教育における
創造性の育成－スウェーデン人が見た日本の現状と課題－（ヨーテボリ大学パトリック・ストローム博と大学
生たち）◇わがマチの国際交流 富良野市／オーストリア・シュラートミンク市◇前号同様、定例の連載など

１４２号（冬季号）
◇巻頭辞：スウェーデンに一番近いまち（当別町長 泉亭 俊彦）◇環境テーマに、北海道洞爺湖サミット
開催へ（北海道知事政策部北海道洞爺湖サミット推進局／毎日新聞北海道支社報道部 大谷津統一）◇中国視
察研修団に参加して（北海道町村会 鈴木祥寿）◇北方四島ビザなし交流（北方圏センター 新井進）◇オウ
ル大学と北海道大学の大学間および地域連携交流小史（北海道大学名誉教授 下澤楯夫◇連載：とっておきの
北方圏 ノルウェーにおける水素エネルギー最新事情（室蘭水素利用促進市民会議副代表 青山 剛）◇連載：
メープルの国と カナダの３大学との学術交流（酪農学園大学エクステンションセンター 高山 基樹）◇連
載：最新カナダ事情２ 公共交通システムについて◇続・カムチャッカに北洋漁業の足跡を訪ねて（北海道立
北方民族博物館学芸主幹 渡部 裕）◇北海道の産業界における英語のニーズ（道都大学准教授 坂部 俊行）
◇ニュージーランドとの姉妹都市交流で得たもの（小樽市総合博物館館長 土屋 周三）◇連載：世界を駆け
るベースニンジャ�スウェーデンのロックフェスティバル◇ペットと海外旅行する方法（「ペット海外交流の
会」ドッグトレーナー 藤井 寛子）◇石油とガス資源はサハリン州の宝（北海道大学名誉教授 望月 喜市）
◇北方圏講座：「ノルウェートーク・アラカルト＆STB」（STB前団長 テリエ・ベック）◇前号同様、定例
の連載など

□国際協力情報紙「であい」
国際協力や開発途上国について道民の理解を深めてもらうため、北方圏センター（NRC）や国際協力機構

（JICA）の JICA 札幌と JICA帯広のほか、道内国際協力団体の活動などを紹介する北海道発の情報紙「であい」
を各４０００部発行し、道内の国際協力団体、市町村、小中学校などに配布した。

各号の主な記事（敬称略）

夏季号 Vol．４５
◇特集：「違いはお互いの宝」－多民族国家カナダに見る多文化

共生－（カナダ・サスカツーン市在住高谷尚子さん寄稿）◇研修員
に聞く：JICA札幌の「アフリカ地域 森林エコツーリズムの推進
による地域経済活性化コース」で研修したボツワナ共和国のデスモ
ンド・セレーロさん ◇地域の活動から：「YOSAKOI ソーラン祭
り」留学生１００人とWAになって踊ろう

秋季号 Vol．４６
◇特集：北海道大学と JICAの連携（JICA札幌の特集）◇研修員

に聞く JICA帯広の「色の安全確保のための人畜共通感染症対策
コース」で研修したウルグアイ東方共和国のマリア・マグダレー
ナ・ヴォラ・ラヴィーナさん ◇地域との活動：「白石区ふるさと
まつり」に参加 ◇地域の活動：「世界のともだち２００７」開催

冬季号 Vol．４７
◇特集：タウンウォッチングから環境を考える－多文化共生時代

の中での「環境問題」とまちづくり－ ◇研修員に聞く：JICA帯広の「土壌の診断と保全コース」で研修し
たハイチ共和国のシュルファン・ウッグさん ◇地域との交流：JICA札幌「見聞広場」開催

春季号 Vol．４８
◇特集：国際協力の即戦力－シニア海外ボランティア最前線－ ◇中学校での「国際理解、多文化」学習な

どの事例：札幌市立向陵中学校と小樽市立塩谷中学校

□２００７年報
北方圏センターの平成１９（０７）年度事業実績や収支決算、組織概要などをまとめているほか、国際協力機構

（JICA）の委託を受けて同機構の北海道国際センター（札幌、帯広）を管理・運営する札幌国際センターと帯
広国際センターの活動内容も掲載し、２,０００部を発行して会員はじめ関係団体や来訪者などに配布した。

１８
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情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

□ホームページの運営管理（北海道国際情報ネットワーク事業 http : //www．nrc．or．jp／）

平成１１年度から開設している「北海道国際情報ネットワークシステム」の機能の更新と情報内容の充実を図

り、会員をはじめ広く道民の利用に供した。平成１９年度のホームページへの年間アクセス件数は約７５万１千件

であった。

□北方圏センターだよりの発行

北方圏センターが主催・共催、後援する行事やトピックスを紹介する「北方圏センターだより」を発行し、

会員や関係団体、来訪者に提供した。（４回）

□図書・資料等の収集及び提供

北方圏諸国をはじめとする国際交流・協力に関する図書・文献、各種視聴覚資料等の収集整備に努め、会員

の利用に供した。

１９
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施施 設設
北方圏センターは図書資料室や資料閲覧室を設けており、会員及び一般の方にも広く活用されている。また、

札幌市と帯広市に設置している国際センターは、国際交流や国際協力に関する会議・交流会のほか、宿泊施設

の利用もできるようになっている。

□本部 （札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館１２階））

▲図書資料／資料閲覧室
６基の電動書架と資料戸棚に、北方圏諸国を中心とした各種国
際関連の図書・視聴覚資料を収蔵している。また、北海道内外の
国際交流・国際協力団体の資料を取り揃えており、インターネッ
トやビデオが利用（無料）できる閲覧ブースも設置している。資
料閲覧室９席、閲覧ブース４席。

□札幌国際センター（JICA札幌） □帯広国際センター（JICA帯広）

札幌国際センター 帯広国際センター

所 在 地 札幌市白石区本通１６丁目南４番２５号 帯広市西２０条南６丁目１番地２

宿 泊 規 模 ９８人（９６室） ５０人（４８室）

図 書 室 開館時間 月～金 ９：３０～１９：００、土 １０：００～１６：００

会 議 室 施 設 名 面積㎡ 席数 施 設 名 面積㎡ 席数

会議室� ７０ ２０ セミナールーム�～� ３９ １２

会議室� ４３ １６ セミナールーム� ８５ ２４

セミナールーム�～� ４９ １６ ブリーフィングルーム ４１ ２０

セミナールーム� ７３ ２０ オリエンテーションルーム ８５ ３８

セミナールーム�＋� ９８ ３７ 和室 ５３ ８

ブリーフィングルーム １８３ ８６

オリエンテーションルーム １０３ ３８

和室 ９５ １６

食 堂 通 常 営 業 時 間 土・日・祝日営業時間 通 常 営 業 時 間 土・日・祝日営業時間

朝食７：００～９：００ 朝食８：００～１０：００ 朝食７：３０～９：００ 朝食８：００～１０：３０

昼食１１：３０～１４：００ 昼食１１：３０～１４：００ 昼食１１：３０～１４：００ 昼食１１：３０～１４：００

夕食１７：３０～２１：００ 夕食１７：３０～２１：００ 夕食１７：３０～２０：３０ 夕食１７：３０～２０：３０

２０
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２２００００７７年年度度 来来訪訪者者

国 名 年月日 所 属 氏 名（敬称略） 来訪目的

中国
２００７
４．１６

中国黒竜江省人民政府外事弁公室 張 宇 研修

フィンランド ５．１０ ラップランド大学事務総長他１２大学 ユハニ・リルベリ 他１３名 表敬

スウェーデン ５．２４ 駐日スウェーデン公使 マグヌス・中満・レナートソン 北方圏講座講師

ブラジル ６．１ 北海道海外技術研修員 鈴木伊保子パウラ 他１名 研修

パラグアイ ６．１ 北海道海外技術研修員 水元あきえ 研修

アルゼンチン ６．１ 北海道海外技術研修員 蒲田エミリア陽子 研修

スウェーデン ６．１１ ダーラナ県知事代理 ミカエル・セランデル 表敬

スウェーデン ６．１１ レクサンド市議会議長 ラッセ・ニィゴード 表敬

スウェーデン ６．１３ ダーラナ県レクサンド市在住者 八幡敬子ラーション 表敬

ロシア ６．１５ 北方四島交流日本語習得�研修生 クリンスキー・ゲオルギー他９名 研修

中国 ６．２６
中国黒竜江省 自治体職員協力交流研修
員

米 娜 研修

スウェーデン ６．２８ ヨーテボリ大学博士 パトリック・ストローム 北方圏講座講師

ロシア ７．２ 通訳員養成研修員（サハリン州） イ・タチヤナ・テイホエウナ 研修

アメリカ ７．２５ 北海道知事室国際課交流員 シェイン・クルマイク 国際理解教室講師

ブラジル ７．３０ 北海道出身海外移住者子弟留学生 奥田・レアンドロ・英一 研修

ロシア ８．７ 北方四島交流日本語習得�研修生 リャシェンコ・アナトリー他９名 研修

オーストラリア ８．８ 北海道知事室国際課交流員 ミシェル・レイ・アルフォード

中国 ８．１７
元在札幌中華人民共和国総領事・中国日
本友好協会理事

李 鉄民 講演・表敬

中国 ８．２９ 中国黒竜江省外事弁公室日本所長他 李 勝琳他１名 表敬

スウェーデン ９．２７ ジャーナリスト他 ジョセフィン・オルビク他１名 表敬

スウェーデン １０．２ スウェーデン大使館参事官 カイ・レイニウス 表敬

ノルウェー １０．４ ＳＴＢ前団長 テリエ・ベック 北方圏講座講師

ブラジル １０．１８ ブラジルサンパウロ州在住者 吉田文彦、マリア夫妻 表敬

パラグアイ １０．２５ 全パラグアイ北海道人会連合会会長 白澤 寿一 表敬

スウェーデン １１．８ スウェーデン教育関係者他 ローランド・ニルソン他３名 表敬

ブラジル １１．１２ 社団法人 在ブラジル北海道協会 大橋 �吾 表敬

ブラジル １１．２９ 在東京メルコスール観光局長 ラエルシオ・ブランコ 表敬

フィンランド
２００８
２．１

ラップランド大学事務総長 ユハニ・リルベリ夫妻 表敬

中国 ３．２７
元在札幌中華人民共和国総領事・中国日
本友好協会理事

李 鉄民夫妻 表敬

２１
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平平成成１１９９年年度度 収収支支決決算算

平成１９年度：一般会計収支計算書
（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日）

（単位：円）

科 目 当初予算額 補正予算額 補正後予算額 決 算 額 増 減 備 考

� 事業活動収支の部

１．事 業 活 動 収 入

①会 費 収 入 ２０,０００,０００ ０ ２０,０００,０００ ２０,７４３,７５０ △７４３,７５０ 法人・個人会員

②補 助 金 等 収 入 ２０６,８４５,０００ ０ ２０６,８４５,０００ １６７,７０９,００７ ３９,１３５,９９３

北海道補助金収入 １７３,４６２,０００ ０ １７３,４６２,０００ １３３,９７９,６９８ ３９,４８２,３０２

その他補助金収入 ３３,３８３,０００ ０ ３３,３８３,０００ ３３,７２９,３０９ △３４６,３０９ 札幌市、帯広市等

③負 担 金 収 入 ３,３００,０００ ０ ３,３００,０００ ３,３７４,３６６ △７４,３６６ 海外派遣事業参加者負担金等

④施 設 利 用 料 収 入 ２,２００,０００ ０ ２,２００,０００ ５９４,４００ １,６０５,６００ 会議室利用料

⑤事 業 収 入 ４８,８６１,０００ ６,５３６,２１８ ５５,３９７,２１８ ５４,２３５,０４６ １,１６２,１７２

北 方 圏 誌 収 入 ２,８７０,０００ ０ ２,８７０,０００ ２,２７６,５８１ ５９３,４１９ 北方圏誌広告料、北方圏誌頒布代金

北方圏交流研修収入 １７,０００,０００ ０ １７,０００,０００ １８,５７８,３１３ △１,５７８,３１３ 日ロビジネスマッチング
日本語研修招聘

海外研修員受入事業収入 ４,０００,０００ ０ ４,０００,０００ １,７２２,２９７ ２,２７７,７０３

留学生セミナー事業収入 ０ ７９６,２１８ ７９６,２１８ ７６７,４５０ ２８,７６８

草の根技術協力事業収入 ０ ５,７４０,０００ ５,７４０,０００ ４,１８８,０７０ １,５５１,９３０

地元施設利用料収入 １４,３１３,０００ ０ １４,３１３,０００ １６,０２３,４３５ △１,７１０,４３５ 国際センター施設利用収入等

国際センター情報整備事業収入 １０,６７８,０００ ０ １０,６７８,０００ １０,６７８,９００ △９００

⑥雑 収 入 ４００,０００ ０ ４００,０００ ６４４,８９６ △２４４,８９６ 預金利子等

事 業 活 動 収 入 計 ２８１,６０６,０００ ６,５３６,２１８ ２８８,１４２,２１８ ２４７,３０１,４６５ ４０,８４０,７５３

２．事 業 活 動 支 出

①事 業 費 支 出 １６６,５６６,０００ ６,５３６,２１８ １７３,１０２,２１８ １２４,９９９,６８９ ４８,１０２,５２９

情報収集・調査研究費支出 ５,９０８,０００ ０ ５,９０８,０００ ５,９０４,７８９ ３,２１１ 調査研究資料等

北 方 圏 誌 費 支 出 ９,８００,０００ ０ ９,８００,０００ ９,６１９,４９８ １８０,５０２

出 版 費 支 出 ５００,０００ ０ ５００,０００ ４９８,７５０ １,２５０ 年報

講 演 会 等 費 支 出 ６００,０００ ０ ６００,０００ ４１８,９９０ １８１,０１０ 国際理解講演会、北方圏講座

交 流 費 支 出 ３２,７８３,０００ ０ ３２,７８３,０００ ３０,８３６,４６５ １,９４６,５３５ 外国人留学生交流支援、国際交流ボ
ランティア支援、国際理解教室、海外
派遣事業、留学生地域交流支援 等

北方圏交流事業費支出 １７,５０７,０００ ０ １７,５０７,０００ １５,７８６,８１８ １,７２０,１８２ 日ロビジネスマッチング、日本語研修招聘 等

国際センター利用促進費支出 ５６,６２３,０００ ０ ５６,６２３,０００ １８,８５１,１３３ ３７,７７１,８６７ 国際センター施設借上料

国際協力推進費支出 ５,９３９,０００ ６,５３６,２１８ １２,４７５,２１８ ９,９５２,６６２ ２,５２２,５５６ 国際協力情報収集、開発教育ファシリテータ養成 等

海外研修員受入事業費支出 ２５,１６７,０００ ０ ２５,１６７,０００ ２１,９１７,５８５ ３,２４９,４１５ 自治体職員受入、海外技術研修
員受入、サハリン州研修員受入

南米圏交流事業費支出 １１,７３９,０００ ０ １１,７３９,０００ １１,２１２,９９９ ５２６,００１ 移住者支援、移住者子弟留学生受入、北海
道外国訪問団受入、南米圏移住史編集 等

②管 理 費 支 出 １２１,１５６,０００ ０ １２１,１５６,０００ １２０,６０９,５８５ ５４６,４１５

人 件 費 支 出 １００,５５６,０００ ０ １００,５５６,０００ １００,３０２,０２８ ２５３,９７２

事 務 費 支 出 ６,０００,０００ ０ ６,０００,０００ ６,１５２,４１５ △１５２,４１５

総 会 等 費 支 出 １,６００,０００ ０ １,６００,０００ １,７２２,５４９ △１２２,５４９

施 設 管 理 費 支 出 １３,０００,０００ ０ １３,０００,０００ １２,４３２,５９３ ５６７,４０７

事 業 活 動 支 出 計 ２８７,７２２,０００ ６,５３６,２１８ ２９４,２５８,２１８ ２４５,６０９,２７４ ４８,６４８,９４４

事業活動収支差額（a） △６,１１６,０００ ０ △６,１１６,０００ １,６９２,１９１ △７,８０８,１９１

２２
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（単位：円）

科 目 当初予算額 補正予算額 補正後予算額 決 算 額 増 減 備 考

� 投資活動収支の部

１．投 資 活 動 収 入

①特定資産取崩収入 ２,７００,０００ ０ ２,７００,０００ ２,７００,０００ ０

退職給付引当資産取崩収入 ０ ０ ０ ０ ０

施設整備積立資産取崩収入 ０ ０ ０ ０ ０

南米圏交流事業資産取崩収入 ２,７００,０００ ０ ２,７００,０００ ２,７００,０００ ０

②固定資産売却収入 ０ ０ ０ ３３,７０５ △３３,７０５

什器備品売却収入 ０ ０ ０ ３３,７０５ △３３,７０５

投 資 活 動 収 入 計 ２,７００,０００ ０ ２,７００,０００ ２,７３３,７０５ △３３,７０５

２．投 資 活 動 支 出

①特定資産取得支出 ４,０００,０００ ０ ４,０００,０００ ４,１５０,７７１ △１５０,７７１

退職給付引当資産取得支出 ２００,０００ ０ ２００,０００ ３５０,７７１ △１５０,７７１

施設整備積立資産取得支出 ３,８００,０００ ０ ３,８００,０００ ３,８００,０００ ０

南米圏交流事業積立資産取得支出 ０ ０ ０ ０ ０

②固定資産取得支出 ０ ０ ０ １,２４８,９７５ △１,２４８,９７５

什器備品購入支出 ０ ０ ０ １,２４８,９７５ △１,２４８,９７５

投 資 活 動 支 出 計 ４,０００,０００ ０ ４,０００,０００ ５,３９９,７４６ △１,３９９,７４６

投資活動収支差額（b） △１,３００,０００ ０ △１,３００,０００ △２,６６６,０４１ １,３６６,０４１

� 財務活動収支の部

１．財 務 活 動 収 入

①借 入 金 収 入 ０ ０ ０ ０ ０

財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０ ０ ０

２．財 務 活 動 支 出

①借 入 金 返 済 支 出 ０ ０ ０ ０ ０

財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０ ０ ０

財務活動収支差額（c） ０ ０ ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出（d） ３,１１５,１２７ ０ ３,１１５,１２７ ０ ３,１１５,１２７

当期収支差額（a）＋（b）＋（c）－（d）＝（e） △１０,５３１,１２７ ０ △１０,５３１,１２７ △９７３,８５０ △９,５５７,２７７

前期繰越収支差額（f） １０,５３１,１２７ ０ １０,５３１,１２７ １０,５３１,１２７ ０

次期繰越収支差額（e）＋（f） ０ ０ ０ ９,５５７,２７７ △９,５５７,２７７

２３
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平成１９年度：国際センター特別会計収支計算書
（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考

� 事 業 活 動 収 支 の 部
１．事 業 活 動 収 入
①施 設 借 上 料 収 入 ５６,６２３,０００ １８,８５１,１３３ ３７,７７１,８６７
②施 設 利 用 料 収 入 １６４,７５６,０００ １９７,７４２,３５２ △３２,９８６,３５２ ＪＩＣＡ研修員宿泊料
③負 担 金 収 入 ２９,３８４,０００ ３４,１６９,５１５ △４,７８５,５１５ 施設維持管理ＪＩＣＡ負担金
④研 修 等 費 収 入 １８８,７４９,０００ １８８,７７６,１００ △２７,１００
研 修 事 業 収 入 １１５,０８０,０００ １１６,７１５,１６２ △１,６３５,１６２ 技術研修
研 修 付 帯 事 業 収 入 ７３,６６９,０００ ７２,０６０,９３８ １,６０８,０６２ 研修付帯

事 業 活 動 収 入 計 ４３９,５１２,０００ ４３９,５３９,１００ △２７,１００
２．事 業 活 動 支 出
①管 理 費 支 出 ４３,５５４,０００ ４２,４１８,３３６ １,１３５,６６４
人 件 費 支 出 ４３,５５４,０００ ４２,４１８,３３６ １,１３５,６６４

②運 営 費 支 出 ２７３,４１３,０００ ２７６,２６３,６２６ △２,８５０,６２６
運 営 管 理 費 支 出 ２７３,４１３,０００ ２７６,２６３,６２６ △２,８５０,６２６

③研 修 費 支 出 １２２,５４５,０００ １１５,８５３,１４０ ６,６９１,８６０
研 修 事 業 費 支 出 ９５,０７６,０００ ９０,８９６,０２７ ４,１７９,９７３ 技術研修事業関連
研 修 付 帯 費 支 出 ２７,４６９,０００ ２４,９５７,１１３ ２,５１１,８８７ 日本語研修、地域交流、

学校訪問等実施経費

事 業 活 動 支 出 計 ４３９,５１２,０００ ４３４,５３５,１０２ ４,９７６,８９８
事 業 活 動 収 支 差 額 （a） ０ ５,００３,９９８ △５,００３,９９８

� 投 資 活 動 収 支 の 部
１．投 資 活 動 収 入
①特 定 資 産 取 崩 収 入 ０ ０ ０
②固 定 資 産 売 却 収 入 ０ ０ ０

投 資 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．投 資 活 動 支 出
①特 定 資 産 取 得 支 出 ０ ０ ０
②固 定 資 産 取 得 支 出 ０ ５,００３,９９８ △５,００３,９９８
什 器 備 品 購 入 支 出 ０ ５,００３,９９８ △５,００３,９９８

投 資 活 動 支 出 計 ０ ５,００３,９９８ △５,００３,９９８
投 資 活 動 収 支 差 額 （b） ０ △５,００３,９９８ ５,００３,９９８

� 財 務 活 動 収 支 の 部
１．財 務 活 動 収 入

財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．財 務 活 動 支 出

財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 支 差 額（c） ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出 （d） ０ ０ ０
当期収支差額（a）＋（b）＋（c）－（d）＝（e） ０ ０ ０
前 期 繰 越 収 支 差 額（f） ０ ０ ０

次期繰越収支差額（e）＋（f） ０ ０ ０

２４
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平成１９年度：北方圏交流基金特別会計収支計算書
（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考

� 事 業 活 動 収 支 の 部
１．事 業 活 動 収 入
①基 本 財 産 運 用 収 入 ７,３５６,０００ ８,４２３,３０２ △１,０６７,３０２
基 本 財 産 利 息 収 入 ７,３５６,０００ ８,４２３,３０２ △１,０６７,３０２

②特 定 資 産 運 用 収 入 １１,０００,０００ ６,４５２,６６７ ４,５４７,３３３
特 定 資 産 利 息 収 入 １１,０００,０００ ６,４５２,６６７ ４,５４７,３３３

事 業 活 動 収 入 計 １８,３５６,０００ １４,８７５,９６９ ３,４８０,０３１
２．事 業 活 動 支 出
①事 業 費 支 出
交 流 事 業 助 成 費 支 出 ９,０００,０００ ６,３３０,０００ ２,６７０,０００

②管 理 費 支 出 ９,５００,０００ ８,２１２,８９７ １,２８７,１０３
人 件 費 支 出 ９,０００,０００ ８,１５３,４９２ ８４６,５０８
事 務 費 支 出 ５００,０００ ５９,４０５ ４４０,５９５

事 業 活 動 支 出 計 １８,５００,０００ １４,５４２,８９７ ３,９５７,１０３
事 業 活 動 収 支 差 額（a） △１４４,０００ ３３３,０７２ △４７７,０７２

� 投 資 活 動 収 支 の 部
１．投 資 活 動 収 入
①基 本 財 産 取 崩 収 入 ０ ０ ０
②特 定 資 産 取 崩 収 入 ０ ０ ０

投 資 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．投 資 活 動 支 出
①基 本 財 産 取 得 支 出 ０ ０ ０
②特 定 資 産 取 得 支 出 ５００,０００ ２３８,０００ ２６２,０００
退職給付引当資産取得支出 ５００,０００ ２３８,０００ ２６２,０００

投 資 活 動 支 出 計 ５００,０００ ２３８,０００ ２６２,０００
投 資 活 動 収 支 差 額（b） △５００,０００ △２３８,０００ △２６２,０００

� 財 務 活 動 収 支 の 部
１．財 務 活 動 収 入

財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．財 務 活 動 支 出

財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 支 差 額（c） ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出 （d） ８,９４６,９０１ ０ ８,９４６,９０１
当期収支差額（a）＋（b）＋（c）－（d）＝（e） △９,５９０,９０１ ９５,０７２ △９,６８５,９７３
前 期 繰 越 収 支 差 額（f） ９,５９０,９０１ ９,５９０,９０１ ０

次期繰越収支差額（e）＋（f） ０ ９,６８５,９７３ △９,６８５,９７３

２５

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／２００８北方圏センター／本文／０２２－０３８  2008.06.17 11.27.16  Page 27 



平平成成２２００年年度度 収収支支予予算算

平成２０年度：一般会計収支予算書
（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

� 事 業 活 動 収 支 の 部
１ 事 業 活 動 収 入
①会 費 収 入 ２０,０００,０００ ２０,０００,０００ ０ 法人・個人会員
②補 助 金 等 収 入 １９６,７８９,０００ ２０６,８４５,０００ △１０,０５６,０００

北 海 道 補 助 金 収 入 １６６,５９０,０００ １７３,４６２,０００ △６,８７２,０００
そ の 他 補 助 金 収 入 ３０,１９９,０００ ３３,３８３,０００ △３,１８４,０００ 札幌市、帯広市等

③負 担 金 収 入 ２,８００,０００ ３,３００,０００ △５００,０００ 海外派遣事業参加者負担金等
④施 設 利 用 料 収 入 ０ ２,２００,０００ △２,２００,０００ 会議室利用料
⑤事 業 収 入 ４７,２４９,０００ ５５,３９７,２１８ △８,１４８,２１８

北 方 圏 誌 収 入 ２,１５０,０００ ２,８７０,０００ △７２０,０００ 北方圏誌広告料、北方圏誌頒布代金
北 方 圏 交 流 研 修 収 入 １９,３３０,０００ １７,０００,０００ ２,３３０,０００ 日ロビジネスマッチング、日本語研修招聘
海外研修員受入事業収入 ０ ４,０００,０００ △４,０００,０００
留学生セミナー事業収入 ０ ７９６,２１８ △７９６,２１８
草の根技術協力事業収入 ０ ５,７４０,０００ △５,７４０,０００
地 元 施 設 利 用 料 収 入 １５,０９１,０００ １４,３１３,０００ ７７８,０００ 国際センター施設利用収入等
国際センター情報整備事業収入 １０,６７８,０００ １０,６７８,０００ ０

⑥雑 収 入 ５００,０００ ４００,０００ １００,０００ 預金利子等
事 業 活 動 収 入 計 ２６７,３３８,０００ ２８８,１４２,２１８ △２０,８０４,２１８

２ 事 業 活 動 支 出
①事 業 費 支 出 １５６,２８９,０００ １７３,１０２,２１８ △１６,８１３,２１８

情報収集・調査研究費支出 ５,７０８,０００ ５,９０８,０００ △２００,０００ 調査研究資料等
北 方 圏 誌 費 支 出 １０,４００,０００ ９,８００,０００ ６００,０００
出 版 費 支 出 ５００,０００ ５００,０００ ０ 年報
講 演 会 等 費 支 出 ７００,０００ ６００,０００ １００,０００ 国際理解講演会、北方圏講座
交 流 費 支 出 ２９,０２３,０００ ３２,７８３,０００ △３,７６０,０００ 外国人留学生交流支援、国際交流ボラン

ティア支援、国際理解教室、海外派遣事業、
留学生地域交流支援、多文化共生支援 等

北 方 圏 交 流 事 業 費 支 出 １４,３８０,０００ １７,５０７,０００ △３,１２７,０００ 日ロビジネスマッチング、日本語研修招聘
国 際 協 力 推 進 費 支 出 ３,２３６,０００ １２,４７５,２１８ △９,２３９,２１８ 国際協力情報収集
海外研修員受入事業費支出 ２３,７７０,０００ ２５,１６７,０００ △１,３９７,０００ 自治体職員受入、海外技術研修

員受入、サハリン州研修員受入
南 米 圏 交 流 事 業 費 支 出 １０,１８５,０００ １１,７３９,０００ △１,５５４,０００ 移住者支援、移住者子弟留学生受入、北海

道外国訪問団受入、南米圏移住史編集 等
３０ 周 年 記 念 事 業 ３,０００,０００ ０ ３,０００,０００
他 会 計 へ の 繰 出 金 ５５,３８７,０００ ５６,６２３,０００ △１,２３６,０００ 国際センター利用促進

②管 理 費 支 出 １２４,６１５,０００ １２１,１５６,０００ ３,４５９,０００
人 件 費 支 出 １０５,４１５,０００ １００,５５６,０００ ４,８５９,０００
退 職 給 付 支 出 ３,１００,０００ ０ ３,１００,０００
事 務 費 支 出 ５,０００,０００ ６,０００,０００ △１,０００,０００
総 会 等 費 支 出 １,６００,０００ １,６００,０００ ０
施 設 管 理 費 支 出 ９,５００,０００ １３,０００,０００ △３,５００,０００

事 業 活 動 支 出 計 ２８０,９０４,０００ ２９４,２５８,２１８ △１３,３５２,２１８
事 業 活 動 収 支 差 額（a） △１３,５６６,０００ △６,１１６,０００ △７,４５０,０００

２６
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（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

� 投 資 活 動 収 支 の 部
１ 投 資 活 動 収 入
① 特 定 資 産 取 崩 収 入 ４,４００,０００ ２,７００,０００ １,７００,０００

退職給付引当資産取崩収入 ３,１００,０００ ０ ３,１００,０００
南米圏交流事業資産取崩収入 １,３００,０００ ２,７００,０００ △１,４００,０００

投 資 活 動 収 入 計 ４,４００,０００ ２,７００,０００ １,７００,０００
２ 投 資 活 動 支 出
① 特 定 資 産 取 得 支 出 ２００,０００ ４,０００,０００ △３,８００,０００

退職給付引当資産取得支出 ２００,０００ ２００,０００ ０
施設整備積立資産取得支出 ０ ３,８００,０００ △３,８００,０００

投 資 活 動 支 出 計 ２００,０００ ４,０００,０００ △３,８００,０００
投 資 活 動 収 支 差 額（b） ４,２００,０００ △１,３００,０００ ５,５００,０００

� 財 務 活 動 収 支 の 部
１ 財 務 活 動 収 入 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０

２ 財 務 活 動 支 出 ０ ０ ０
財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 支 差 額（c） ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出 （d） １９１,２７７ ３,１１５,１２７ △２,９２３,８５０
当期収支差額（a）＋（b）＋（c）－（d）＝（e） △９,５５７,２７７ △１０,５３１,１２７ ９７３,８５０
前 期 繰 越 収 支 差 額（f） ９,５５７,２７７ １０,５３１,１２７ △９７３,８５０

次期繰越収支差額（e）＋（f） ０ ０ ０

２７
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平成２０年度：国際センター特別会計収支予算書
（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

� 事 業 活 動 収 支 の 部
１．事 業 活 動 収 入
①施 設 利 用 料 収 入 １６５,７７５,０００ １６４,７５６,０００ １,０１９,０００ ＪＩＣＡ研修員宿泊料
②負 担 金 収 入 ２９,６０１,０００ ２９,３８４,０００ ２１７,０００ 施設維持管理 JICA負担金
③研 修 費 収 入 １７４,７３５,０００ １８８,７４９,０００ △１４,０１４,０００

研 修 事 業 収 入 １０２,３０３,０００ １１５,０８０,０００ △１２,７７７,０００ 技術研修
研 修 付 帯 事 業 収 入 ７２,４３２,０００ ７３,６６９,０００ △１,２３７,０００ 研修付帯

④他 会 計 か ら の 繰 入 収 入 ５５,３８７,０００ ５６,６２３,０００ △１,２３６,０００ 国際センター利用促進

事 業 活 動 収 入 計 ４２５,４９８,０００ ４３９,５１２,０００ △１４,０１４,０００
２．事 業 活 動 支 出
①管 理 費 支 出 ４９,１７６,０００ ４３,５５４,０００ ５,６２２,０００

人 件 費 支 出 ４９,１７６,０００ ４３,５５４,０００ ５,６２２,０００
②運 営 費 支 出 ２６６,９１９,０００ ２７３,４１３,０００ △６,４９４,０００

運 営 管 理 費 支 出 ２６６,９１９,０００ ２７３,４１３,０００ △６,４９４,０００
③研 修 費 支 出 １０９,４０３,０００ １２２,５４５,０００ △１３,１４２,０００

研 修 事 業 費 支 出 ８１,６３１,０００ ９５,０７６,０００ △１３,４４５,０００ 技術研修事業関連
研 修 付 帯 費 支 出 ２７,７７２,０００ ２７,４６９,０００ ３０３,０００ 日本語研修、地域交流、学校訪問等実施経費

事 業 活 動 支 出 ４２５,４９８,０００ ４３９,５１２,０００ △１４,０１４,０００
事 業 活 動 収 支 差 額（a） ０ ０ ０

� 投 資 活 動 収 支 の 部
１．投 資 活 動 収 入 ０ ０ ０

投 資 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．投 資 活 動 支 出

投 資 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
投 資 活 動 収 支 差 額（b） ０ ０ ０

� 財 務 活 動 収 支 の 部
１．財 務 活 動 収 入 ０ ０ ０

財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０
２．財 務 活 動 支 出

財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 支 差 額（c） ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出 （d） ０ ０ ０
当期収支差額（a）+（b）+（c）-（d）=（e） ０ ０ ０
前 期 繰 越 収 支 差 額（f） ０ ０ ０

次期繰越収支差額（e）+（f） ０ ０ ０

２８
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平成２０年度：北方圏交流基金特別会計収支予算書
（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

� 事 業 活 動 収 支 の 部
１ 事 業 活 動 収 入
①基 本 財 産 運 用 収 入 １,８８４,０００ ７,３５６,０００ △５,４７２,０００

基 本 財 産 利 息 収 入 １,８８４,０００ ７,３５６,０００ △５,４７２,０００
②特 定 資 産 運 用 収 入 ２,９９１,０００ １１,０００,０００ △８,００９,０００

特 定 資 産 利 息 収 入 ２,９９１,０００ １１,０００,０００ △８,００９,０００
事 業 活 動 収 入 計 ４,８７５,０００ １８,３５６,０００ △１３,４８１,０００

２ 事 業 活 動 支 出
①交 流 事 業 助 成 費 支 出 ８,０００,０００ ９,０００,０００ △１,０００,０００
②管 理 費 支 出 ６,２５０,０００ ９,５００,０００ △３,２５０,０００

人 件 費 支 出 ６,１００,０００ ９,０００,０００ △２,９００,０００
事 務 費 支 出 １５０,０００ ５００,０００ △３５０,０００

事 業 活 動 支 出 計 １４,２５０,０００ １８,５００,０００ △４,２５０,０００
事 業 活 動 収 支 差 額（a） △９,３７５,０００ △１４４,０００ △９,２３１,０００

� 投 資 活 動 収 支 の 部
１ 投 資 活 動 収 入
①基 本 財 産 取 崩 収 入 ０ ０ ０
②特 定 財 産 取 崩 収 入 ０ ０ ０
投 資 活 動 収 入 計 ０ ０ ０

２ 投 資 活 動 支 出
①基 本 財 産 取 得 支 出 ０ ０ ０
②特 定 財 産 取 得 支 出 ２５０,０００ ５００,０００ △２５０,０００

退職給付引当資産取得支出 ２５０,０００ ５００,０００ △２５０,０００
投 資 活 動 支 出 計 ２５０,０００ ５００,０００ △２５０,０００
投 資 活 動 収 支 差 額（b） △２５０,０００ △５００,０００ ２５０,０００

� 財 務 活 動 収 支 の 部
１ 財 務 活 動 収 入 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 入 計 ０ ０ ０

２ 財 務 活 動 支 出 ０ ０ ０
財 務 活 動 支 出 計 ０ ０ ０
財 務 活 動 収 支 差 額（c） ０ ０ ０

� 予 備 費 支 出 （d） ６０,９７３ ８,９４６,９０１ △８,８８５,９２８
当期収支差額（a）＋（b）＋（c）－（d）＝（e） △９,６８５,９７３ △９,５９０,９０１ △９５,０７２
前 期 繰 越 収 支 差 額（f） ９,６８５,９７３ ９,５９０,９０１ ９５,０７２

次期繰越収支差額（e）＋（f） ０ ０ ０

２９
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社社団団法法人人 北北方方圏圏セセンンタターー定定款款
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１９７２（昭和４７）１．２８内閣総理大臣設立許可

１９７８（昭和５３）４．２０ 〃 一部変更認可

１９９５（平成７）６．２８ 〃 一部変更認可

１９９６（平成８）５．２１ 〃 一部変更認可

１９９９（平成１１）６．２２ 〃 一部変更認可

２００４（平成１６）９．１国土交通大臣一部変更認可

�
�
�
�
�
�
�
�
�

第１章 総 則

（名 称） 第１条 この法人は、社団法人北方圏センターという。
（事 務 所） 第２条 この法人は、事務所を北海道札幌市中央区北３条西７丁目に置く。
（目 的） 第３条 この法人は、北海道と北方圏諸国との経済、文化及び学術等の交流（以下「北方圏

交流」という。）を積極的に推進し、併せてこれに関係する北方圏諸国以外の諸国との交
流を進めることによって、我が国の経済、文化及び学術の発展振興に寄与するとともに、
北海道の開発及び繁栄に貢献することを目的とする。

（事 業） 第４条 この法人は、前条の目的を達するために、次の事業を行う。
１ 北方圏交流に関する企画・立案
２ 北方圏諸国に関する調査、研究及び情報の収集・提供
３ 北方圏諸国に関する講演会及び研究会等の開催
４ 北方圏諸国に関する図書及び雑誌等の刊行
５ 北方圏交流の促進のため又は北方圏交流の成果を活用するための北海道と北方圏
諸国以外の諸国との国際交流の推進
６ 北方圏諸国との交流事業への助成
７ 北海道国際センターの管理運営
８ その他この法人の目的を達成するために必要な事業

第２章 会員及び名誉会員

（会員の資格） 第５条 会員はこの法人の目的及び事業に賛同する法人、団体並びに個人とする。
（会員の種類） 第６条 この法人の会員は次の４種類とし、正会員及び特別会員をもって民法上の社員とす

る。
１ 正会員
２ 特別会員
３ 推薦会員
４ 名誉会員

（正 会 員） 第７条 正会員は法人、団体又は個人とし、理事会の承認を得た者とする。
（特 別 会 員） 第８条 特別会員はこの法人の目的を支持し、１口５０,０００円以上の寄附をし、かつ、理事会

の承認を得た者とする。
（推 薦 会 員） 第９条 推薦会員は北方圏に関する専門家で、理事会において推薦された者とする。
（入 会） 第１０条 この法人の正会員又は特別会員となるためには、所定の入会申込書を会長に提出

し、理事会の承認を得なければならない。
（会 費） 第１１条 正会員は次の年会費を納めなければならない。

１ 個 人 １口 ５,０００円 １口以上
２ 法人及び団体 １口１０,０００円 １口以上

（退 会） 第１２条 会員が退会しようとするときは会長に届け出なければならない。
２ 会員が死亡し、又は解散したときは退会したものとみなす。

（除 名） 第１３条 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決によりこれを除名するこ
とができる。
この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。
１ 定められた会費の納入を怠ったとき。
２ 定款、規則又は総会の議決に違反したとき。
３ この法人の名誉を傷つけ、又はこの法人の目的に反する行為のあったとき。

（名 誉 会 員） 第１４条 この法人の目的を達成するために特に必要と認めるときは、理事会の承認を得て名
誉会員を置くことができる。

３０
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第３章 役 員 等

（役員の定数） 第１５条 この法人に、次の役員を置く。
理事３０名以上４０名以内、監事２名

２ 理事のうち、１名を会長、１０名以内を副会長、１名を専務理事、１名を常務理事とす
る。

（役員の選任） 第１６条 理事及び監事は社員の中から総会において選任する。
２ 会長、副会長、専務理事及び常務理事は理事会の互選によって選任する。
３ 理事及び監事は相互に兼ねることができない。
４ 理事に異動があったときは、２週間以内に登記し、登記簿の謄本を添え、遅滞なくそ
の旨を主務官庁に届け出なければならない。
５ 監事に異動があったときは、遅滞なくその旨を主務官庁に届け出なければならない。

（役員の職務） 第１７条 会長はこの法人を代表し、この法人の事務を総理する。
２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは会長があらか
じめ定めた順序により、その職務を代行する。
３ 専務理事は会長、副会長を補佐してこの法人の事務を総括する。
４ 常務理事は会長、副会長、専務理事を補佐してこの法人の事務を分担処理する。
５ 理事は理事会において第２６条に規定する事項を議決する。
６ 監事は、次に掲げる職務を行う。
１ 財産及び会計を監査すること。
２ 理事の業務執行状況を監査すること。
３ 財産、会計及び業務の執行について、不整の事実を発見したときは、これを総会又
は主務官庁に報告すること。
４ 前号の報告をするため必要があるときは、総会又は理事会の招集を請求し、若しく
は総会又は理事会を招集すること。

（役員の任期） 第１８条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
２ 補欠により選任された役員の任期は前任者の残任期間とする。
３ 役員は辞任した場合又は任期満了の場合においても後任者が就任するまではその職務
を行わなければならない。

（役員の資格

喪失及び解任）

第１９条 役員が第１２条及び第１３条の規定により会員の資格を喪失したときは、役員の資格を
喪失するものとする。
２ 役員に役員としてふさわしくない行為があったときは、その任期中といえども総会の
議決により、これを解任することができる。この場合、その役員に対し、議決の前に弁
明の機会を与えなければならない。

（役員の報酬

及び費用弁償）

第２０条 役員は無給とする。ただし、常勤の役員は有給とすることができる。
２ 役員には費用を弁償することができる。
３ 前２項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

（顧 問） 第２１条 この法人に、顧問１０名以内を置くことができる。顧問は理事会の同意を得て会長が
委嘱し、会長の諮問に応じ意見を述べることができる。
２ 顧問には、第１８条第１項及び第２０条の規定を準用する。この場合において、これらの
規定中「役員」とあるのは「顧問」と読み替えるものとする。

（参 与） 第２２条 この法人に、参与３名以内を置くことができる。参与は理事会の同意を得て会長が
委嘱し、この法人の運営に関して意見を述べることができる。
２ 参与には、第１８条第１項及び第２０条の規定を準用する。この場合において、これらの
規定中「役員」とあるのは「参与」と読み替えるものとする。

第４章 会 議

（会議の種類） 第２３条 この法人の会議は総会及び理事会の２種とする。
（会議の構成） 第２４条 総会は社員をもって構成し、理事会は理事をもって構成する。
（総会の議決

事項）

第２５条 総会はこの定款に別に規定するもののほか、次の事項を議決する。
１ 予算及び決算に関する事項
２ 事業計画及び事業報告に関する事項
３ 財産目録に関する事項
４ その他この法人の運営に関する重要な事項

（理事会の議

決事項）

第２６条 理事会はこの定款に別に規定するもののほか、次の事項を議決する。
１ 総会の議決した事項の執行に関すること
２ 総会に付議すべき事項
３ その他総会の議決を要しないこの法人の事務の執行に関する事項

３１
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（会議の開催） 第２７条 総会は、通常総会及び臨時総会とする。
２ 通常総会は、毎年１回以上開催する。
３ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。
１ 理事会が必要と認め招集の請求があったとき。
２ 社員の５分の１以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があったと
き。
３ 第１７条第６項第４号の規定により、監事から招集の請求があったとき、又は監事が
招集したとき。

４ 理事会は通常理事会及び臨時理事会とする。
５ 通常理事会は毎年１回以上開催する。
６ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。
１ 会長が必要と認めたとき。
２ 理事現在数の３分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集
の請求があったとき。
３ 第１７条第６項第４号の規定により、監事から招集の請求があったとき、又は監事が
招集したとき。

（会議の招集） 第２８条 会議は、第１７条第６項第４号の規定により監事が招集する場合を除き、会長が招集
する。
２ 総会の招集は社員に対し、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時、場所を示し
た文書をもって開会の日の１０日前までに通知しなければならない。
３ 会長は、前条第３項の規定による請求があったときは、その日から３０日以内に臨時総
会を招集しなければならない。
４ 会長は、前条第６項第２号又は第３号の規定による請求があったときは、その日から
１４日以内に理事会を招集しなければならない。
５ 会議の議長は会長がこれに当たる。ただし、会長に事故あるときは副会長又は専務理
事がこれに当たる。

（開会の定足数） 第２９条 会議はそれぞれ構成員の過半数以上の出席がなければ開会することができない。
（議決の定足数） 第３０条 会議の議事はこの定款に別段の定めがある場合を除くほか、それぞれの出席者の過

半数の同意をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。
（代 理 議 決） 第３１条 やむを得ない理由のため会議に出席できない者は、あらかじめ通知された事項につ

いて書面をもって表決し、又は他の出席者に書面をもって表決を委任することができ
る。この場合、前２条の適用については会議に出席したものとみなす。

（議 事 録） 第３２条 会議の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
１ 開催の日時及び場所
２ 社員又は理事の現在数
３ 会議に出席した社員又は理事の氏名
４ 議決事項
５ 議事の経過及び要領並びに発言者の発言要旨
６ 議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には議長のほか、出席した社員又は理事のうちから会議において選出された議
事録署名人２人以上が署名し、押印しなければならない。

（委 員 会） 第３３条 会長は、この法人の事業の円滑な運営を図るため必要があるときは、理事会の議決
を経て、委員会を置くことができる。
２ 委員会の委員は、理事会の同意を得て、会長が委嘱する。
３ 委員会に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

第５章 資産及び会計

（資産の構成） 第３４条 この法人の資産は、次に掲げるものをもって構成する。
１ 財産目録記載の財産
２ 会費
３ 寄附金品
４ 事業に伴う収入
５ 資産から生ずる収入
６ その他の収入

（北方圏交流

基金）

第３５条 この法人に、第４条に掲げる事業を行うため、北方圏交流基金（以下「基金」とい
う。）を置く。
２ 基金は、基本財産及び運用財産の２種とする。
３ 基本財産は、基金のうち基本財産として指定された財産及び基本財産とすることを指
定して寄附された財産をもって構成する。

３２
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４ 運用財産は、基本財産以外の資産とする。
５ 基本財産は、これを処分し、又は担保に供することはできない。ただし、事業遂行上
やむを得ない理由があるときは、理事会及び総会の議決を経て、かつ、主務官庁の承認
を得て、その一部に限り処分し、又は担保に供することができる。
６ 基金に係る経理は、ほかの経理と区別して整理しなければならない。
７ 基金の運営は、この定款に定めるもののほか、必要な事項については、理事会の議決
を経て、会長が別に定める。

（資産の管理） 第３６条 この法人の資産は、会長が管理し、その方法は、理事会の議決を経て、会長が別に
定める。

（経費の支弁） 第３７条 この法人の経費は、基金の基本財産以外の資産をもって支弁する。
（事業計画及

び予算）

第３８条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、毎会計年度開始前に会長が編成
し、総会において出席社員の３分の２以上の議決を経て、主務官庁に届け出なければな
らない。これを変更する場合も同様とする。
２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない事情により事業年度開始前に総会を開催でき
ない場合にあっては、当該事業年度開始後２月以内に総会において出席社員の３分の２
以上の議決を経るものとする。
３ 前項の場合において、会長は総会の議決を経るまでの間、前年度の予算に準じ収入支
出することができる。
４ 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

（事業報告及

び決算）

第３９条 この法人の事業報告及び決算は、毎事業年度終了後、会長が事業報告書、収支決算
書、正味財産増減計算書、貸借対照表及び財産目録等として作成し、監事の監査を受け、
総会において出席社員の３分の２以上の議決を経て、その事業年度終了後３月以内に主
務官庁に報告しなければならない。この場合において、資産の総額に変更があったとき
は、２週間以内に登記し、登記簿の謄本を添えるものとする。
２ 基金の収支決算に剰余金があるときは、理事会及び総会の議決を得て、その一部若し
くは全部を基本財産に編入し、又は翌年度に繰り越すものとする。

（会 計 年 度） 第４０条 この法人の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。

第６章 定款の変更及び解散

（定款の変更） 第４１条 この定款は、総会において総社員の３分の２以上の議決を経て、主務官庁の認可を
得なければ変更することができない。

（解散及び残

余財産の処分）

第４２条 この法人は民法第６８条第１項第２号から第４号まで、及び第２項の規定によるほ
か、総会において総社員の４分の３以上の議決を経て、主務官庁の認可を得て解散する。
２ 解散後の残余財産は、総会において総社員の４分の３以上の議決を経て、主務官庁の
許可を得て、この法人と類似の目的をもつ他の団体に寄附するものとする。

第７章 事 務 局

（設 置 等） 第４３条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。
２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。
３ 事務局長及び職員は、会長が任免する。
４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

（書類及び帳

簿等の備付）

第４４条 事務所には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備えておかなければならない。
１ 定款
２ 会員名簿及び会員の異動に関する書類
３ 理事及び監事の名簿
４ 事業計画及び予算に関する書類
５ 事業報告及び決算に関する書類
６ 財産目録、正味財産増減計算書及び貸借対照表
７ 許可、認可等及び登記に関する書類
８ 定款に定める機関の議事に関する書類
９ 理事及び監事の履歴書
１０ 職員の名簿及び履歴書
１１ その他必要な帳簿及び書類

２ 前項第１号から第６号までに掲げる書類については、これを一般の閲覧に供しなけれ
ばならない。

第８章 補 則

（委 任） 第４５条 この定款の施行について必要な事項は理事会の議決を経て会長が定める。

３３
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北北海海道道姉姉妹妹都都市市・・友友好好提提携携自自治治体体一一覧覧

自治体名 相 手 自 治 体 名 提携年月
相手自治体
緯 度

北 海 道

カナダ・アルバータ州 １９８０．６
５３°３５′N

（エドモントン）

中国・黒竜江省 １９８６．６
４５°４５′N
（哈爾濱）

アメリカ・マサチューセッツ州 １９９０．２
４２°２１′N
（ボストン）

ロシア・サハリン州 １９９８．６
４６°５８′N

（ユジノサハリンスク）

札 幌 市

ポートランド
アメリカ・オレゴン州

１９５９．１１ ４５°３３′N

ミュンヘン
ドイツ・バイエルン州

１９７２．８ ４８°０８′N

瀋陽
中国・遼寧省

１９８０．１１ ４１°４８′N

ノボシビルスク
ロシア・ノボシビルスク州

１９９０．６ ５５°０２′N

旭 川 市

ブルーミントン・ノーマル
アメリカ・イリノイ州

１９６２．１０ ４０°２９′N

ユジノサハリンスク
ロシア・サハリン州

１９６７．１１ ４６°５８′N

水原
韓国・京畿道

１９８９．１０ ３７°１３′N

哈爾濱
中国・黒竜江省

１９９５．１１ ４５°４５′N

釧 路 市

バーナビー
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９６５．９ ５２°２４′N

ホルムスク
ロシア・サハリン州

１９７５．８ ４７°０３′N

ペトロパブロフスク・カムチャッキー
ロシア・カムチャッカ州

１９９８．８ ５４°５４′N

紋 別 市

ニューポート
アメリカ・オレゴン州

１９６６．４ ４４°３８′N

コルサコフ
ロシア・サハリン州

１９９１．１ ４６°３８′N

フェアバンクス
アメリカ・アラスカ州

１９９１．２ ６４°５０′N

小 樽 市

ナホトカ
ロシア・沿海地方

１９６６．９ ４２°４８′N

ダニーデン
ニュージーランド

１９８０．７ ４５°５３′S

帯 広 市

スワード
アメリカ・アラスカ州

１９６８．３ ６０°０６′N

朝陽
中国・遼寧省

２０００．１１ ４１°３５′N

千 歳 市
アンカレッジ
アメリカ・アラスカ州

１９６９．４ ６１°１３′N

北 見 市

エリザベス
アメリカ・ニュージャージー州

１９６９．６ ４０°４０′N

ポロナイスク
ロシア・サハリン州

１９７２．８ ４９°１４′N

晋州
韓国・慶尚南道

１９８５．５ ３５°１１′N

バーヘッド
カナダ・アルバータ州

１９９１．７ ５４°０８′N

名 寄 市
リンゼイ
カナダ・オンタリオ州

１９６９．８ ４５°０５′N

自治体名 相 手 自 治 体 名 提携年月
相手自治体
緯 度

名 寄 市
ドーリンスク
ロシア・サハリン州

１９９１．３ ４７°０４′N

留 萌 市
ウラン・ウデ
ロシア・ブリヤート自治共和国

１９７２．７ ５１°５０′N

稚 内 市

ネベリスク
ロシア・サハリン州

１９７２．９ ４６°４０′N

バギオ
フィリピン

１９７３．３ １６°２５′N

コルサコフ
ロシア・サハリン州

１９９１．７ ４６°３８′N

ユジノサハリンスク
ロシア・サハリン州

２００１．９ ４６°５８′N

根 室 市

シトカ
アメリカ・アラスカ州

１９７５．１２ ５７°０５′N

セベロクリリスク
ロシア・サハリン州

１９９４．１ ５０°４０′N

富良野市
シュラートミンク
オーストリア・シュタイアーマルク州

１９７７．２ ４７°２３′N

江 別 市
グレシャム
アメリカ・オレゴン州

１９７７．５ ４５°３０′N

苫小牧市

ネーピア
ニュージーランド

１９８０．４ ３９°２９′S

秦皇島
中国・河北省

１９９８．９ ３９°５６′N

夕 張 市
撫順
中国・遼寧省

１９８２．４ ４１°５２′N

函 館 市

ハリファックス
カナダ・ノバスコシア州

１９８２．１１ ４４°３８′N

ウラジオストク
ロシア・沿海地方

１９９２．７ ４３°０５′N

レイクマコーリー
オーストラリア・ニューサウスウェールズ州

１９９２．７ ３３°０７′S

ユジノサハリンスク
ロシア・サハリン州

１９９７．９ ４６°５８′N

天津
中国

２００１．１０ ３９°０９′N

石 狩 市

キャンベルリバー
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８３．１０ ５１°０１′N

ワニノ
ロシア・ハバロフスク地方

１９９３．６ ４９°０５′N

彭州
中国・四川省

２０００．１０ ３０°９０′N

岩見沢市

ポカテロ
アメリカ・アイダホ州

１９８５．５ ４２°５２′N

キャンビー
アメリカ・オレゴン州

１９８９．７ ４５°１２′N

網 走 市
ポートアルバーニ
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８６．２ ４９°１４′N

室 蘭 市

ノックスビル
アメリカ・テネシー州

１９９１．１ ３５°５８′N

日照
中国・山東省

２００２．７ ３５°０４′N

芦 別 市
シャーロットタウン
カナダ・プリンス エドワード アイランド州

１９９３．７ ４６°１４′N

滝 川 市
スプリングフィールド
アメリカ・マサチューセッツ州

１９９３．８ ４２°０７′N

３４
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自治体名 相 手 自 治 体 名 提携年月
相手自治体
緯 度

赤 平 市

三陟
韓国・江原道

１９９７．７ ３７°２７′N

汨羅
中国・湖南省

１９９９．９ ２８°４８′N

深 川 市
アボツフォード
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９９８．９ ４９°０３′N

士 別 市
ゴールバーン
オーストラリア・ニューサウスウェールズ州

１９９９．７ ３４°４５′S

登 別 市
広州
中国・広東省

２００２．５ ２３°０１′N

伊 達 市
レイクカウチン
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８９．１０ ４８°５０′N

恵 庭 市
ティマル
ニュージーランド

２００８．０２ ４４°２３′S

倶知安町
サンモリッツ
スイス・グラウビュンデン州

１９６４．３ ４６°３０′N

積 丹 町
シーサイド
アメリカ・オレゴン州

１９６６．５ ４５°０２′N

蘭 越 町
ザールフェルデン
オーストリア・ザルツブルグ州

１９６９．１０ ４７°２３′N

遠 軽 町

バストス
ブラジル・サンパウロ州

１９７２．１０ ２１°５５′S

モアラン・アン・モンターニュ
フランス・ジュラ県

１９９８．５ ４６°２６′N

美 瑛 町
ザールバッハ
オーストリア・ザルツブルグ州

１９７３．７ ４７°２３′N

池 田 町
ペンティクトン
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９７７．５ ４９°３０′N

別 海 町
バッサーブルグ
ドイツ・バイエルン州

１９７９．５ ４８°０４′N

上砂川町
スパーウッド
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８０．９ ４９°４５′N

佐呂間町
パーマ
アメリカ・アラスカ州

１９８０．１０ ６１°３６′N

白 老 町
ケネル
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８１．７ ５２°５９′N

厚 岸 町
クラレンス
オーストラリア・タスマニア州

１９８２．２ ４２°５４′S

天 塩 町

ホーマー
アメリカ・アラスカ州

１９８４．４ ５９°４０′N

トマリ
ロシア・サハリン州

１９９２．７ ４７°４７′N

上 川 町
ロッキーマウンテンハウス
カナダ・アルバータ州

１９８４．６ ５２°２２′N

鹿 追 町
ストーニープレイン
カナダ・アルバータ州

１９８５．８ ５３°０２′N

上富良野町
カムローズ
カナダ・アルバータ州

１９８５．９ ５３°０１′N

陸 別 町
ラコーム
カナダ・アルバータ州

１９８６．７ ５２°２８′N

当 別 町
レクサンド
スウェーデン・ダーラナ州

１９８７．１０ ６０°４４′N

新ひだか町
レキシントン
アメリカ・ケンタッキー州

１９８８．７ ３８°０３′N

余 市 町
イースト・ダンバートンシャイア
イギリス・スコットランド

１９８８．１０ ５５°５６′N

自治体名 相 手 自 治 体 名 提携年月
相手自治体
緯 度

遠 別 町
キャッスルガー
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９８９．６ ４９°１９′N

東 川 町
カンモア
カナダ・アルバータ州

１９８９．７ ５１°０５′N

芽 室 町
トレーシー
アメリカ・カリフォルニア州

１９８９．８ ３７°４４′N

興 部 町
ステットラー
カナダ・アルバータ州

１９９０．６ ５２°１９′N

足 寄 町
ウェタスキウィン
カナダ・アルバータ州

１９９０．９ ５２°５８′N

猿 払 村
オジョルスキー
ロシア・サハリン州

１９９０．１２ ４６°３６′N

せたな町
ハンフォード
アメリカ・カリフォルニア州

１９９１．８ ３６°２０′N

占 冠 村
アスペン
アメリカ・コロラド州

１９９１．８ ３９°１０′N

本 別 町
ミッチェル
オーストラリア・ビクトリア州

１９９１．９ ３７°１８′S

壮 瞥 町
ケミヤルビ
フィンランド

１９９３．５ ６６°４０′N

美 深 町
アシュクラフト
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９９４．７ ５０°４３′N

沼 田 町
ポートハーディ
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９９４．９ ５０°４３′N

奈井江町
ハウスヤルビ
フィンランド

１９９５．４ ６１°２１′N

鷹 栖 町
ゴールドコースト
オーストラリア・クィーンズランド州

１９９５．１１ ２７°５８′S

豊 頃 町
サマーランド
カナダ・ブリティッシュコロンビア州

１９９６．６ ４９°３９′N

広 尾 町
フログン
ノルウェー

１９９６．１０ ５０°４０′N

枝 幸 町
ソレフテオ
スウェーデン・ベステルノルランド州

１９９６．１１ ６３°１０′N

清 里 町
モトエカ
ニュージーランド・タスマン地区

１９９７．９ ４１°０７′S

美 幌 町
ケンブリッジ
ニュージーランド・ワイパ州

１９９７．１０ ３７°５３′S

七 飯 町
コンコード
アメリカ・マサチューセッツ州

１９９７．１１ ４２°２７′N

上湧別町
ホワイトコート
カナダ・アルバータ州

１９９８．７ ５４°１０′N

湧 別 町
セルウィン
ニュージーランド

２０００．７ ４３°３８′S

下 川 町
ケノーラ
カナダ・オンタリオ州

２００１．４ ４９°４７′N

白 糠 町
あもい
中国・福建省

２００１．９ ２４°２６′N

弟子屈町

商丘
中国・河南省

２００５．９ ３４°２６′N

泗水
中国・山東省

２００５．１０ ３５°３９′N

濱州市濱城区
中国・山東省

２００５．１０ ３７°２２′N

３５
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道道内内外外国国公公館館

公 館 名 住 所 電 話 番 号 開設年月

在 札 幌 ア メ リ カ 合 衆 国
総 領 事 館

０６４―０８２１ 札幌市中央区北１条西２８丁目
URL : http : //usembassy.state.gov/sapporo/

０１１―６４１―１１１５～７ 昭和２７．６

駐 札 幌 大 韓 民 国
総 領 事 館

０６０―０００２ 札幌市中央区北２条西１２丁目１―３ ０１１―２１８―０２８８～９ 昭和４１．６

在 札 幌 ロ シ ア 連 邦
総 領 事 館

０６４―０９１４ 札幌市中央区南１４条西１２丁目８２６
URL : http : //www１.odn.ne.jp/ruscons_sapporo/

０１１―５６１―３１７１～２ 昭和４２．１０

函館支部 ０４０―００５４ 函館市元町１４―１ ０１３８―２４―８２０１ 平成１５．９．１９

駐 札 幌 中 華 人 民 共 和 国
総 領 事 館

０６４―０９１３ 札幌市中央区南１３条西２３丁目１５―１
URL : http : //www.chn-consulate-sapporo.or.jp/jpn/

０１１―５６３―５５６３ 昭和５５．９

駐 札 幌 オ ー ス ト ラ リ ア
領 事 館

０６０―０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目２番地
札幌センタービル１７Ｆ

URL : http : //www.business.australia.or.jp/sapporo/index.html
０１１―２４２―４３８１ 平成４．１２

カ ナ ダ 政 府
札 幌 通 商 事 務 所

０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西４丁目
日興ビル５Ｆ

０１１―２１８―６５６５ 平成１３．６

道道内内名名誉誉領領事事館館

領 事 館 名 所 在 地 代 表 者

在札幌オーストリア共和国名誉領事館
０６０―０００１ 札幌市中央区北１条西３丁目

富士メガネビル６階（�０１１―２６１―３２３３） 名誉領事 金井 重博

在札幌ベルギー王国名誉領事館
００２―８０７４ 札幌市北区あいの里４条９―１―１

㈱ロイズコンフェクト内（�０１１―７７８―３６４２） 名誉領事 山崎 泰博

在札幌カナダ名誉領事館
０６０―００４２ 札幌市中央区大通西４丁目１

道銀ビル別館８Ｆ（�０１１―２６１―７７４０） 名誉領事 藤田 恒郎

在札幌チリ共和国名誉領事館
０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西４丁目１加森ビル３

㈱加森観光内（�０１１―２３２―０６３９） 名誉領事 加森 公人

在札幌デンマーク王国名誉領事館
０６０―８６４４ 札幌市中央区北１１条西１５丁目

ＪＲ北海道㈱内（�０１１―７００―５７００） 名誉領事 大森 義弘

在札幌フィンランド共和国名誉領事館
０６２―０９３１ 札幌市豊平区平岸１条１丁目９―６

㈱ラルズ内（�０１１―８１３―２５２５） 名誉領事 横山 清

在札幌ドイツ連邦共和国名誉領事館
０６０―００４１ 札幌市中央区大通東１丁目２

北海道電力㈱内（�０１１―２５１―１１１１） 名誉領事 南山 英雄

在札幌インドネシア共和国名誉領事館
０６０―００４２ 札幌市中央区大通西７丁目３―１

北海道ガス㈱内（�０１１―２０７―２１００） 名誉領事 佐々木正丞

在札幌モンゴル国名誉領事館
０６２―８６０５ 札幌市豊平区旭町４―１―４０

北海学園大学内（�０１１―８３１―０２２５） 名誉領事 森本 正夫

在札幌フィリピン共和国名誉領事館
０６３―０８４１ 札幌市西区八軒１条西１丁目１―２６健由ビル４F

日本食品製造㈱内（�０１１―６１４―８０９０） 名誉領事 戸部 謙一

在札幌スペイン国名誉領事館
０６４―０９１２ 札幌市中央区南１２条西１８丁目２―１

㈱ナシオ内（�０１１―５６３―８９９０） 名誉領事 名塩良一郎

在札幌リトアニア共和国名誉領事館
０６０―００４２ 札幌市中央区大通西１１丁目４大通藤井ビル２F

㈱藤井ビル内（�０１１―２２１―３９３９） 名誉領事 藤井 英勝

在札幌メキシコ合衆国名誉領事館
００４―０８７９ 札幌市清田区平岡９条１丁目１―６

旭グループ内（�０１１―８８３―８４００） 名誉領事 星野恭亮

３６
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領 事 館 名 所 在 地 代 表 者

在札幌ニュージーランド名誉領事館
００１―００３８ 札幌市北区北３８条西２丁目１―２６

�ホーム企画センター内（�０１１―８０２―９２７２） 名誉領事 青木雅典

在札幌南アフリカ共和国名誉領事館
０６１―３７７７ 石狩郡当別町スウェーデンヒルズ

（�０１３３―３６―４６４６）
名誉領事（初代）

宮司 正毅

在札幌カンボジア王国名誉領事館
０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西１１丁目ＳＯＣビルディング ２Ｆ
�札幌オーバーシーズ コンサルタント内（�０１１―２３１―６５４７）

名誉領事（初代）
滝沢 靖六

在札幌フランス名誉領事館
０６０―００４２ 札幌市中央区大通西９丁目３―３３ ジブラルタ生命札幌ビル３Ｆ

�ニトリ（�０１１―２８１―５５５９）
名誉領事（９代目）

似鳥 昭雄

在旭川ラトビア名誉領事館
０７０―００３７ 旭川市７条通１３丁目６０―１９

�北海道録画センター内（�０１６６―２５―５８８０）
名誉領事（初代）

井下 佳和

在在日日大大使使館館

大 使 館 名 住 所 電話番号

カ ナ ダ 大 使 館
〒１０７―８５０３ 東京都港区赤坂７―３―３８

URL : http : //www.canadanet.or.jp/
０３―５４１２―６２００

中 華 人 民 共 和 国 大 使 館
〒１０６―００４６ 東京都港区元麻布３―４―３３

URL : http : //www.china-embassy.or.jp/jpn/
０３―３４０３―３３８８

デ ン マ ー ク 王 国 大 使 館
〒１５０―００３３ 東京都渋谷区猿楽町２９―６

URL : http : //www.ambtokyo.um.dk/ja
０３―３４９６―３００１

フ ィ ン ラ ン ド 大 使 館
〒１０６―８５６１ 東京都港区南麻布３―５―３９

URL : http : //www.finland.or.jp
０３―５４４７―６０００

ド イ ツ 連 邦 共 和 国 大 使 館
〒１０６―００４７ 東京都港区南麻布４―５―１０

URL : http : //www.tokyo.diplo.de/ja/Startseite.html
０３―５７９１―７７００

大 韓 民 国 大 使 館
〒１０６―８５７７ 東京都港区南麻布１―２―５

URL :
０３―３４５２―７６１１

モ ン ゴ ル 国 大 使 館
〒１５０―００４７ 東京都渋谷区神山町２１―４

URL :
０３―３４６９―２０８８

ノ ル ウ ェ ー 王 国 大 使 館
〒１０６―００４７ 東京都港区南麻布５―１２―２

URL : thhp : //www.norway.or.jp/
０３―３４４０―２６１１

ロ シ ア 連 邦 大 使 館
〒１０６―００４１ 東京都港区麻布台２―１―１

URL : http : //www.www.russia-emb-jp/russia/index-j.htm
０３―３５８３―４２２４

ス ウ ェ ー デ ン 大 使 館
〒１０６―００３２ 東京都港区六本木１―１０―３

URL : http : //www.swedenabroad.com/pages/start____４３２４.asp
０３―５５６２―５０５０

連 合 王 国 大 使 館
〒１０２―８３８１ 東京都千代田区一番町１

URL : http : //www.uknow.or.jp/
０３―５２１１―１１００

ア メ リ カ 合 衆 国 大 使 館
〒１０７―８４２０ 東京都港区赤坂１―１０―５

URL : http : //tokyo.usembassy.gov/tj-main.html
０３―３２２４―５０００

欧 州 委 員 会 代 表 部
〒１０２―００７５ 東京都千代田区三番町９―１５ヨーロッパハウス

URL : thhp : //www.delipen.ec.europa.eu/
０３―３２３９―０４４１

（北方圏関係諸国）

大 使 館 名 住 所 電話番号

ブラジル連邦共和国大使館
〒１０７―８６３３ 東京都港区北青山２―１１―１２

URL : http : //www.brasemb.or.jp
０３―３４０４―５２１１

アルゼンチン共和国大使館
〒１０６―００４６ 東京都港区元麻布２―１４―１４

URL : http : //www.embargentina.or.jp
０３―５４２０―７１０１

パ ラ グ ア イ 共 和 国 大 使 館
〒１４１―００３１ 東京都品川区西五反田３―６―３３

URL : http : //www.embapar.jp
０３―３４９３―３０７１

（南米圏関係諸国）
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顧顧 問問・・役役 員員
顧 問

鈴 木 英 一 北海道開発局長

高 橋 はるみ 北海道知事

釣 部 勲 北海道議会議長

新 宮 政 志 北海道市長会会長

寺 島 光一郎 北海道町村会会長

伊 藤 義 郎 日本国際連合協会北海道本部長

会 長

南 山 英 雄 北海道電力相談役

副会長

菊 池 育 夫 北海道新聞社社長 中 田 和 子 北海道女性団体連絡協議会会長

北 村 正 任 毎日新聞社社長 藤 田 恒 郎 北海道カナダ協会会長

堰 八 義 博 北海道銀行頭取 松 田 利 民 北海道日伯協会会長

高 向 巌 北洋銀行会長

副会長兼専務理事

町 田 真 英

理 事

上 澤 孝 二 北海道文化放送社長 田 中 博 之 北海道市長会事務局長

大和田 勲 北海道経済連合会専務理事 辻 井 達 一 北海道環境財団理事長

荻 谷 忠 男 北海道テレビ放送社長 長 沼 修 北海道放送社長

奥 村 幸 一 ホクレン農業協同組合連合会代表理事副会長 南 原 一 晴 北海道町村会常務理事

菊 野 修 治 北海道移住者家族会会長 藤 井 実 テレビ北海道社長

喜 多 照 三 毎日新聞社北海道支社支社長 堀 内 一 男 北海道パラグアイ協会会長

齋 藤 大 雄 北海道文化団体協議会会長 本 堂 武 夫 北海道大学理事・副学長

佐々木 正 丞 北海道ガス相談役 向 井 慎 一 北海道商工会議所連合会専務理事

杉 本 拓 北海道スウェーデン協会会長 村 松 宏 一 スウェーデン交流センター理事長

鈴 木 輝 志 札幌テレビ放送社長 森 本 正 夫 北海学園理事長

滝 沢 靖 六 札幌貿易協会会長 山 下 克 彦 北星学園大学教授

監 事

松 田 光 � 北海道体育協会専務理事 吉 野 次 郎 札幌銀行頭取

専門委員

穴 田 雄 一 北海道銀行国際業務室室長 島 崎 允 也 北海道日伯協会専務理事

井 口 光 雄 北海道フィンランド協会会長 高 谷 富士雄 滝川国際交流協会理事

岩崎グットマンまさみ 北海学園大学教授 戸 田 利 正 北海道ロシア協会理事・事務局長

川 崎 一 彦 東海大学教授 前 野 右 子 北海道陶芸会会長

小 町 晴 行 北海道市町村振興協会常務理事 矢 島 收 北海道新聞社経営企画室次長

あり方検討委員会委員

井 口 光 雄 北海道フィンランド協会会長 辻 井 達 一 北海道環境財団理事長

川 崎 一 彦 東海大学教授 鶴 田 孝 俊 北洋銀行国際部長

小 平 ト ミ 小平税理士事務所所長 南 原 一 晴 北海道町村会常務理事

齋 藤 大 雄 北海道文化団体協議会会長 町 田 真 英 北方圏センター専務理事

鈴 木 美 保 北海道国際女性協会会長 矢 島 收 北海道新聞社経営企画室次長

高 谷 富士雄 滝川国際交流協会理事 吉 田 守 利 北海道経済連合会参与

（平成２０年５月２６日現在）
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